
ノ
サ
ン
ガ
ノ
ヲ
二
イ
テ
ヲ
ク

蝿
論
日
。
為
し
顕
二
此
義
一
故
、
説
し
偶
言
。

チ
ベ
ッ
ト
訳

ト
ト
ハ
ト
ト
ナ
リ

テ
ニ
ダ
卜

ａ
、
外
内
、
不
明
了
。
於
レ
ニ
但
仮
名

［
論
日
。
］
こ
こ
に
偶
頌
が
あ
る
。

ピ
ト
ナ
リ
ノ

ー
リ

及
真
実
。
一
切
種
子
有
二
六
種
一
・

ａ
、
仙
外
と
②
内
と
⑧
不
明
了
と
、
側
二
（
善
不
善
）
と
⑤
世

ニ
ス
ト
ナ
ル
ト

シ
テ
ル
ト
二

ｂ
、
念
念
滅
、
倶
有
随
逐
至
二
治
際
一
、

俗
の
み
と
⑥
最
勝
義
と
そ
れ
ら
一
切
の
種
子
に
は
六
種
あ
る

セ
ル
ト
ズ
ト
ヲ

ク

ス
ト
ヲ

決
定
、
観
二
因
縁
一
［
能
］
引
二
顕
自
果
一

と
認
め
ら
れ
る
。

ト
ト
ト

ト
ス
ト
ナ
リ

Ｃ
、
堅
、
無
記
、
可
黛
、
与
二
能
薦
一
相
応
。

ｂ
、
そ
れ
は
い
刹
那
と
②
倶
有
と
、
③
相
続
し
転
ず
る
こ
と
を

シ
レ
パ
ズ
カ
ラ
ス

ク
ヲ
ノ
卜

若
異
不
レ
可
し
露
説
二
是
薫
体
相
一
・

認
め
る
と
。

ニ
ハ
シ
ス
ル
コ
ト

ノ
ニ
シ

ｄ
、
六
識
無
テ
相
応
一
三
差
別
相
違
、

㈱
決
定
と
⑤
縁
を
相
観
す
る
と
、
㈹
自
果
を
得
る
こ
と
と

ハ
ズ
ナ
ラ

ノ
ズ
ル
モ
ス
ル
ニ
ニ
ル

ニ
念
不
二
倶
有
一
餘
生
例
応
し
爾
・

［
の
六
義
］
で
あ
る
。

ノ
ノ
ニ

ト
ピ
ト
ナ
リ

ｅ
、
此
外
内
種
子
、
能
生
及
引
因
、

Ｃ
、
仙
堅
と
②
無
記
と
③
所
黛
と
い
能
黛
と
相
応
す
る
も
の
で

真
諦
訳
『
摂
大
乗
論
世
親
釈
』
に
お
け
る
増
広
部
分
の
検
討
（
四
）
（
岩
田
）

真
諦
訳
『
摂
大
乗
論
世
親
釈
』
に
お
け
る
増
広
部
分
の
検
討
（
四
）

ｌ
釈
依
止
勝
相
品
（
所
知
依
章
）
ｌ

※
本
稿
は
『
所
報
』
第
六
号
所
載
の
続
稿
で
あ
る

岩
田
諦
靜
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乗
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世
親
釈
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増
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分
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（
四
）
（
岩
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）

ス
ル
モ
ホ
シ

ル
二
二
ス

枯
喪
猶
相
続
、
然
後
、
方
滅
壷
。
あ
っ
て
、
そ
の
能
黛
よ
り
以
外
に
［
所
薫
］
は
無
い
、
そ
れ

ニ
イ
ム
ア

『
ブ
。
ン

ノ
ト

ニ
ス
ル
ガ

㈹
㈹
緯
日
。
已
説
二
阿
黎
耶
識
一
、
為
二
一
切
法
種
子
｜
、
今
更
欲
し
が
黛
習
の
相
で
あ
る
。

ハ
サ
ン
ト
ノ
ヲ
二
ク
ノ
ヲ
ト
ト
ハ
ナ
リ
ナ
リ
テ
ニ
ト
ハ

顕
二
種
子
義
一
故
、
説
二
斯
偶
一
。
外
内
不
明
了
於
レ
ニ
者
、
種
ｄ
、
そ
れ
は
［
ア
ー
ラ
ヤ
識
以
外
の
］
六
［
識
］
と
相
応
し
な

二
リ

ハ
ハ
ナ
リ
ト
ハ
ヒ

ヲ
テ
ノ

子
有
ニ
ニ
種
一
、
一
外
、
二
内
．
外
謂
二
穀
麦
等
一
、
於
二
善
悪
二
い
、
［
六
識
の
］
三
種
の
差
別
と
相
違
す
る
が
故
で
あ
る
。

ニ
ナ
リ
シ
レ

ナ
ル
ガ
ナ
リ
ト
ハ
ヒ

ヲ
テ

性
》
不
明
了
。
是
［
無
］
記
故
。
内
謂
二
阿
黎
耶
識
一
。
於
二
善
刹
那
に
は
倶
有
せ
ざ
る
が
故
で
あ
る
。
［
例
え
ば
］
種
類
に

ノ
ニ
チ
ナ
リ
ハ
チ
ト
ト
ヲ
ス
ト
ダ
ト
ピ

悪
二
性
一
則
明
了
。
或
以
二
染
汚
清
浄
｜
為
レ
ニ
。
但
仮
名
及
お
い
て
［
黛
習
が
あ
る
と
］
称
す
る
の
は
他
に
お
い
て
過
失

ト
ナ
リ
ト
ハ
ノ
ハ
ダ
ナ
ル
ノ
ミ
ヲ
テ
ノ
ニ

ハ
ダ
ル
ガ

真
実
者
、
外
種
子
但
是
仮
名
。
何
以
故
、
一
切
法
唯
有
レ
に
お
ち
る
こ
と
に
な
る
。

ノ
ミ
ナ
リ
ノ
ハ
チ
レ
ナ
リ
ヲ
テ
ノ
ニ

ハ
テ
ヲ
ス
ガ

識
故
。
内
種
子
則
是
真
実
。
何
以
故
、
一
切
法
以
レ
識
為
し
ｅ
、
外
と
内
と
の
種
子
は
生
ず
る
こ
と
と
引
生
す
る
こ
と
と
し

ト
ナ
リ
ノ
ー
ア
リ
ト
ハ

キ
ノ
ノ
ノ
ハ
ト
ナ
ナ
リ
ギ

本
故
。
一
切
種
子
有
二
六
種
一
者
、
如
レ
此
内
外
種
子
不
し
過
二
六
て
認
め
ら
れ
る
。

一
一種
一
・
植
物
の
枯
れ
た
も
の
（
枯
喪
）
や
、
死
体
を
、
引
生
す
る

ヲ
力
ス
ヤ
ト

ニ
ス
ト
ハ
ノ
ノ
ハ

ニ
画
ン
二

回
何
者
為
し
六
。
念
念
滅
者
、
此
二
種
子
刹
那
刹
那
滅
、
先
（
相
続
す
る
）
よ
う
に
。
［
例
え
ば
］
箭
が
飛
ん
で
い
る
間
は

ジ
テ
ニ
シ
テ
キ
ガ
ル
コ
ト
ニ
ノ
ハ
ル
ズ
ル
コ
ト
ヲ
ヲ
ヲ
テ
ノ
ニ

生
後
滅
無
し
有
し
間
故
、
此
法
得
し
成
二
種
子
↓
・
何
以
故
、
落
ち
ざ
る
が
如
し
。

ノ
ノ
ル
ハ
ゼ
ヲ

ニ
キ
ガ

ナ
リ
ノ
ー
ヲ
ク

常
住
法
不
レ
成
二
種
子
｜
、
一
切
時
無
二
差
別
↑
故
。
是
故
、
一
名
二
内
の
諸
の
種
子
は
、
外
の
種
子
の
如
く
に
、
実
に
あ
る
も
の

ニ
ス
ト
ト
ハ
ニ
レ
パ
チ
ズ
ヲ
ズ
ト
ト
ー
ピ

念
念
滅
｜
・
倶
有
者
、
倶
有
則
成
二
種
子
〕
・
非
二
過
去
未
来
“
及
で
は
な
い
こ
と
を
説
く
に
［
二
］
偶
頌
が
あ
る
。

ズ
ヒ
ル
ル
ニ
モ
ノ

ガ
レ
パ
チ
ノ
ー
ガ
ズ
ノ
ー
ヲ
ク
卜

非
二
相
離
↓
・
是
時
、
種
子
有
即
此
時
果
生
。
是
故
二
名
二
倶
有
↓
。
ｆ
、
外
の
種
子
に
は
種
が
無
い
（
黛
じ
っ
け
ら
れ
な
い
）
こ
と

シ
テ
ル
ト
ハ
ニ

ト
ハ
ク
ノ
ナ
リ

ハ
テ
ノ
二

随
逐
至
二
治
際
ゞ
者
、
治
謂
金
剛
心
道
。
阿
黎
耶
識
於
二
此
時
、
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
内
の
［
種
子
に
種
が
無
い
と
い
う
こ
と

ノ
ニ
ク
ル
ガ
ニ
ク

ノ
ハ
ッ
テ
ガ
シ
ピ
ガ
ス
ル
ノ
ニ

ガ

功
能
方
壷
故
名
し
際
。
外
種
子
至
二
果
熟
及
根
壊
時
、
功
能
を
］
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
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チ
ク
ノ
ー
ニ
ク
シ
テ
ル
ト
ニ

ト
ハ
リ
テ
レ

則
蓋
。
是
故
、
三
名
三
随
逐
至
二
治
際
一
。
決
定
者
、
由
三
此
決
若
し
聞
等
の
黛
習
が
無
い
な
ら
ば
、
そ
の
果
が
生
ず
る
こ
と

シ
テ
ル
ー
ハ
ニ

ノ
ル
ズ
ル
コ
ト
ヲ
ハ
ピ
ニ
セ
リ
シ
レ
ノ

定
不
レ
従
二
一
切
一
、
一
切
得
し
生
、
因
果
並
決
定
。
若
是
此
は
道
理
で
は
な
い
が
故
で
あ
る
。

ノ
ナ
ラ
バ
ノ
ハ
ル
ズ
ル
コ
ト
ヲ
ノ
ー
ヲ
ク
ス
ト
ズ
ト
ハ

果
種
子
、
此
果
、
得
し
生
。
是
故
、
四
名
二
決
定
一
。
観
二
因
ｇ
、
作
と
不
作
に
よ
っ
て
破
滅
（
失
）
と
和
合
（
得
）
と
の
過

ヲ

リ
テ
ノ
ハ
ズ
ル
ニ
ノ
ヲ
二
タ
ズ
ヲ
ノ
二

縁
一
者
、
由
三
此
種
子
、
観
二
別
因
縁
一
方
復
、
生
し
果
・
是
故
、
失
が
あ
る
こ
と
に
よ
り
相
違
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

ズ
ノ
ニ
ズ
ノ
モ
ズ
ル
ニ
ノ
ー
シ
ラ
パ
ノ
ニ
ル

非
二
一
切
時
一
、
非
二
一
切
生
一
。
是
時
、
若
有
レ
因
、
是
時
因
内
［
の
種
子
］
は
外
［
の
種
子
］
の
縁
が
有
っ
て
、
こ
の
如

ル
ズ
ル
コ
ト
ヲ
ノ
ニ
ル
ナ
リ
ニ
ゼ
シ
ズ
シ
テ
ヲ
モ
ゼ
ハ
ヲ

得
し
生
。
是
故
不
二
恒
生
一
、
若
不
レ
観
し
因
、
而
成
レ
因
者
、
く
、
そ
れ
は
薫
習
に
依
る
の
で
あ
る
。

チ
ハ
ラ
ン
ノ
ノ
ト
テ
ノ
ジ
テ
ヲ
ズ
ル
ヲ
ニ
ズ
リ
ニ
ラ

則
一
因
為
二
一
切
果
因
↓
・
以
下
観
二
因
縁
↓
成
上
故
、
不
二
漫
為
ｐ
［
釈
日
。
］
ア
ー
ラ
ヤ
識
は
一
切
の
法
（
真
実
）
の
種
子
と
説

卜
ノ
ー
ヲ
ク
ズ
ト
ヲ
ク
ス
ト
ハ
ヲ

。
ン
０
ノ

因
。
是
故
、
五
名
し
観
二
因
縁
一
。
能
引
二
顕
自
果
↓
者
、
是
自
か
れ
る
。
そ
れ
は
種
子
の
自
性
を
す
べ
て
明
白
に
す
る
こ
と
を

ハ
ク
ス
ル
ナ
リ
ヲ
シ

ヲ
バ
ク
ス
ル
コ
ト

ノ

種
子
能
引
二
生
自
果
｜
・
若
阿
黎
耶
識
能
引
二
生
阿
黎
耶
識
欲
む
こ
と
か
ら
、
内
外
と
い
う
等
の
五
頌
が
説
か
れ
た
。
そ
の

ヲ
シ
ノ
ノ
ク
ス
ル
ガ
ノ
ヲ
ノ
ー
ヲ
ク
ク

果
、
如
三
穀
等
種
子
能
引
二
生
穀
等
果
｜
・
是
故
、
六
名
三
能
中
で
、
川
②
「
内
外
等
」
に
お
い
て
「
内
の
自
体
を
具
す
」
と

ス
ト
ヲ
キ
ノ
ノ
ハ
レ
ノ
ヲ
ズ
ル
ナ
リ
ク
ノ
シ
テ
ム

引
三
顕
自
果
・
・
如
レ
此
六
種
是
因
果
生
義
。
如
レ
此
方
便
令
二
は
、
ア
ー
ラ
ヤ
識
の
こ
と
で
あ
る
。
⑧
「
不
明
了
」
と
は
外
に

ノ
ヲ
カ
ラ

黛
習
相
貌
易
Ｐ
見
・
し
て
、
無
記
と
い
わ
れ
る
意
味
で
あ
る
。
側
「
二
」
と
は
ア
ー

ニ
ニ
ク
ト
ト
ト

ト
ス
ト
ハ
ノ

脚
今
当
二
更
説
↓
・
堅
、
無
記
、
可
黛
与
二
能
薫
一
相
応
者
、
窯
ラ
ヤ
識
の
善
不
善
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
他
の
意
味
で
は
雑

二
リ

ニ
シ
シ
シ
テ
ケ
レ
パ
シ
チ
ク
ク
ヲ
シ

義
有
二
四
種
↓
・
一
若
相
続
堅
住
難
レ
壊
、
則
能
受
し
蕪
。
若
錬
染
と
清
浄
と
で
あ
る
。
㈲
「
世
俗
」
と
は
外
［
の
種
子
］
で
あ

ナ
ラ
パ
チ
ズ
ラ
ヘ
バ
シ
ノ
ル
ガ
ハ
ク
ル
コ
ト
ヲ
ヲ
テ
ノ
ニ
ノ
ハ

動
、
則
不
レ
然
・
唇
如
二
風
不
し
能
し
受
ｐ
薫
。
何
以
故
、
此
風
り
、
世
俗
は
そ
の
［
外
の
］
種
子
と
説
か
れ
る
。
そ
れ
故
に
、

シ
シ
テ
ル
モ
ノ
ニ

ハ
タ
ズ
ハ
ス
ル
コ
ト
テ
ノ
ス
ル
ト

若
相
続
在
二
一
由
旬
内
↓
、
黛
習
亦
不
レ
能
二
随
逐
一
。
以
二
散
動
こ
れ
ら
は
ア
ー
ラ
ヤ
識
の
転
変
で
あ
る
。
ま
た
、
⑥
「
最
勝
義
」

ナ
ル
ト
ヲ
ナ
リ
シ
ニ
レ
シ
ゼ
ナ
ラ
パ

ノ
ニ
モ
ハ
チ
ク
ス

疎
｜
故
。
若
膳
波
花
所
し
顯
油
、
百
由
旬
内
黛
習
則
能
随
逐
。
と
は
ア
ー
ラ
ヤ
識
で
あ
り
、
そ
れ
は
一
切
の
法
（
真
実
）
の
種

真
諦
訳
『
摂
大
乗
論
世
親
釈
』
に
お
け
る
増
広
部
分
の
検
討
（
四
）
（
岩
田
）
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世
親
釈
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に
お
け
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増
広
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分
の
検
討
（
四
）
（
岩
田
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テ
ノ
ナ
ル
ヲ
ナ
リ
ニ
シ
ノ
ナ
ラ
パ
チ
ク
ク
ヲ
ノ
ニ
ハ
ズ
ケ

以
二
堅
住
一
故
。
二
若
無
記
気
則
能
受
レ
黛
。
是
故
、
蒜
不
し
受
し
子
で
あ
る
。
こ
の
如
く
に
一
切
の
種
子
に
は
六
種
が
あ
る
。

ヲ
テ
ノ
ノ
ヲ
ニ

モ
タ
ズ
ケ
ヲ
テ
ノ
ノ
ヲ
二

照
。
以
二
其
臭
》
故
、
沈
爵
等
亦
不
レ
受
し
窯
。
以
二
其
香
一
故
。
ま
た
、
そ
れ
ら
は
い
「
刹
那
［
滅
］
」
と
は
ま
た
二
［
の
種

シ
ニ
シ
テ
レ
バ
ラ
ノ
ト
ス
ル
チ
ク
ク
ル
コ
ト
ヲ
ホ
シ
ノ

若
物
不
し
為
二
香
臭
所
ｐ
記
、
則
能
受
し
蕪
、
猶
如
二
衣
等
一
・
子
］
が
間
断
無
く
生
じ
滅
す
る
が
故
に
と
、
種
子
の
自
性
は
常

二
ト
ハ
チ
ク
ク
ヲ
ノ
ニ

ハ
ナ
ズ
ナ
ラ

こ
と
わ
り

三
可
照
者
、
則
能
受
し
薫
。
是
故
、
金
銀
石
等
皆
不
二
可
黛
一
。
［
住
］
す
る
と
い
う
理
に
な
ら
な
い
が
故
と
並
び
に
、
一
切
の

テ
ノ
ズ
ヲ
ハ
ク
ル
ヲ
二
シ
ノ
キ
ナ
ラ
パ
ノ
テ
ノ
ク
ケ
ル
ヲ

以
レ
不
し
能
し
受
し
黛
故
。
若
物
、
如
二
衣
油
等
一
、
以
二
能
受
鯵
時
に
差
別
が
無
い
と
の
故
で
あ
る
。
②
「
倶
有
」
と
は
過
去
に

ヲ
ニ
ケ
テ
ス
ト
ー
シ

ス
レ
パ
チ
ク
ク
ヲ
シ
ズ
ル
コ
ト

顛
故
、
名
為
二
可
薫
一
。
四
若
能
所
相
応
、
則
能
受
し
薫
．
若
生
あ
ら
ず
、
未
来
に
あ
ら
ず
差
別
に
あ
ら
ざ
る
に
よ
り
種
子
の
有

ナ
ラ
パ
レ
ヲ
ク
ル
ト
ー
ル
ク
ル
コ
ト
ヲ
ヲ
シ
レ
パ
セ
チ
ズ

無
間
、
是
名
二
相
応
↓
故
得
ル
受
し
窯
、
若
不
二
相
応
一
、
則
不
レ
る
時
に
、
そ
こ
に
果
が
生
ず
る
。
そ
れ
は
⑧
「
恒
に
随
っ
て
転

ハ
ク
ル
コ
ト
ヲ
シ
ナ
ラ
パ
ズ
ラ
ズ
ク
ト
ハ
レ
ヲ
ノ
卜

・

ン

能
し
受
し
薫
。
若
異
不
し
可
し
薫
。
説
二
是
黛
体
相
｝
者
》
、
若
ず
る
」
と
は
、
そ
れ
は
ア
ー
ラ
ヤ
識
の
所
依
で
あ
る
と
は
乃
至
、

レ
バ
ノ
ー
チ
ズ
ラ
ズ
ノ
ニ
レ
テ
ヲ
ハ
、
ノ

異
二
此
四
義
一
、
則
不
レ
可
レ
黛
・
是
故
離
二
阿
黎
耶
識
一
、
餘
法
対
治
が
生
ず
る
ま
で
で
あ
る
。
ま
た
外
［
の
法
］
の
乃
至
、
根
“

ズ
ハ
ク
ル
コ
ト
ヲ

く

不
し
能
し
受
し
薫
。
の
有
る
と
乃
至
ｅ
・
届
普
）
、
［
果
の
］
熟
し
て
有
る
ま
で
で
あ

テ
ナ
リ

ハ
ス
ル
ヲ
ノ
ヲ
ニ
ハ
ニ
ス
ニ
ハ

ノ

目
以
三
阿
黎
耶
識
具
二
前
六
義
》
。
一
念
念
生
滅
、
二
与
二
生
起
る
。
ま
た
、
側
「
決
定
」
に
し
て
、
一
切
の
種
子
か
ら
一
切
が

卜
ナ
リ
ニ
ハ
シ
テ
シ
ル
マ
デ
ニ
ム

ヲ
ニ
ハ
シ
テ
ル

識
一
倶
有
。
三
晴
逐
乃
至
二
治
際
｝
窮
二
於
生
死
一
。
四
決
定
為
二
生
ず
る
こ
と
は
無
く
し
て
、
別
々
（
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
）
に
決
定

ノ
ト
ニ
ハ
ジ
テ
ノ
ヲ
シ
テ
ト
テ
ノ

善
悪
等
因
｜
・
五
観
二
福
非
福
不
動
行
一
為
し
因
、
於
二
愛
憎
二
し
て
、
そ
の
種
子
か
ら
そ
れ
が
生
ず
る
。
⑤
「
縁
を
待
つ
」
と

二
シ
テ
ル
ト
ニ
ハ
ク
ス
ノ
ヲ

ノ
ハ

道
》
成
熟
為
二
道
体
｜
・
六
能
引
二
顕
同
類
果
一
。
一
切
生
起
識
、
は
、
一
切
の
種
子
か
ら
一
切
が
生
ず
る
の
で
は
な
く
し
て
、
縁

モ
シ
テ
ヲ
ル
ト
ル
コ
ト
ヲ
ト
ダ

ノ
ト
ヒ
ス

錐
下
具
二
六
義
一
得
し
為
中
種
子
上
、
但
与
二
黛
習
四
義
｜
、
相
反
・
を
得
る
と
き
に
そ
れ
［
果
］
が
生
ず
る
の
で
あ
る
。
⑥
「
自
の

ル
ガ

ハ
ス
ル
ニ
ノ
ト
ピ
ノ
ト
ヲ
ニ
ク
ケ
テ
ヲ

由
三
阿
黎
耶
識
具
二
種
子
六
義
及
黛
習
四
義
一
故
、
能
受
二
照
習
一
果
に
よ
り
成
ず
る
」
と
い
う
中
で
、
自
の
種
子
に
よ
り
自
の
果

ジ
齢
ト
ハ
チ
ズ
カ
テ

転
為
二
種
子
一
．
餘
識
則
不
レ
爾
・
を
生
ず
る
。
ア
ー
ラ
ヤ
識
に
よ
り
ア
ー
ラ
ヤ
識
で
あ
る
こ
と



ヲ
テ
ノ
ニ
ニ
ハ
シ
ト
ハ
ス
ル
コ
ト
ニ
ハ
シ
ス
ル

㈱
何
以
故
。
六
識
無
二
相
応
一
者
、
六
識
無
二
前
、
後
、
相
応
（
性
）
を
［
生
ず
る
と
同
じ
く
］
、
穀
に
よ
り
穀
で
あ
る
こ
と
を

テ
ノ
キ
テ
シ
ナ
リ
ニ
ズ
ダ
ス
ガ
シ
ニ
キ
ノ
ミ
ニ

義
一
、
以
レ
易
二
動
壊
一
故
。
復
次
、
非
下
但
易
二
勤
壊
一
故
無
中
生
ず
る
。
か
く
の
如
く
、
し
ば
ら
く
［
自
の
］
種
子
に
よ
り

ス
ル
コ
ト

リ

ノ
ニ
テ
ス
ト
ハ
ツ
テ
ノ
ハ
ノ

相
応
上
。
復
、
有
二
餘
義
一
。
三
差
別
相
違
者
、
随
二
識
別
［
自
の
］
果
が
生
ず
る
。

ヨ
リ
ジ
ノ
ニ
テ
ジ
ノ

ヲ
ジ
ノ
ヲ
ズ
ル
ガ
ニ

依
止
生
、
別
境
界
生
。
別
、
覚
、
観
、
思
惟
生
、
別
想
生
故
、
実
の
如
く
、
黛
習
の
相
を
説
く
と
は
「
堅
固
」
の
中
に
薫
ぜ

ク
ト

ハ
ニ
ル
ガ
ヒ
ゼ
ニ
シ
ス
ル
ガ
ニ
ス

名
二
相
違
一
．
六
識
更
互
不
二
相
通
一
故
差
別
、
差
別
故
相
違
。
ら
れ
る
。
疎
動
す
る
中
に
お
い
て
は
薫
ず
る
こ
と
が
有
る
こ
と

ハ
ク
ハ
ズ
ニ
ヲ
テ
ノ
ニ
ハ
ニ
ル
ガ

経
部
師
説
、
前
念
黛
二
後
念
一
。
何
以
故
。
二
識
一
刹
那
、
不
二
は
無
い
、
［
讐
え
ば
］
風
の
如
く
で
あ
る
。
風
に
よ
る
と
は
薫

ピ
サ
ニ
レ
パ
ナ
リ
ト
ナ
ル
コ
ト
ヲ
ノ
ハ
ズ
ラ
ヲ
テ
ノ
ニ
二

並
起
》
故
、
不
し
得
二
同
時
一
。
此
義
不
レ
然
・
何
以
故
。
一
念
ぜ
ら
れ
る
の
を
受
持
す
る
こ
と
が
無
い
［
の
に
薯
え
た
も
の
で

ハ
ズ
ト
ハ
ナ
ラ

ト
卜
、
ン
ラ
バ
ニ

シ
テ
ノ
ハ

ニ
不
し
倶
者
、
能
薫
所
薫
若
在
二
一
時
一
、
同
生
同
滅
黛
習
義
あ
る
］
そ
れ
故
に
た
だ
一
由
旬
に
至
る
ま
で
そ
の
と
こ
ろ
に
照

ル
モ
ズ
ル
コ
ト
ヲ
シ
レ
バ
ナ
ラ
ノ
ハ
ズ
ゼ
ヲ
テ
ノ
ニ
ガ
シ
ラ
パ

得
し
成
、
若
不
二
同
時
｝
薫
義
不
し
成
・
何
以
故
。
能
照
若
在
、
ぜ
ら
れ
る
こ
と
は
随
転
し
な
い
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
（
唯
）

ハ
ダ
ゼ
ガ
シ
ゼ
パ
ハ
ニ
セ
ン
ノ
ハ
ニ
ピ
ル
コ
ト
ハ

所
黛
未
し
生
、
所
黛
若
生
能
黛
已
謝
前
後
刹
那
一
時
並
起
、
［
一
由
旬
に
至
る
］
ま
で
に
よ
る
と
は
百
由
旬
に
至
る
ま
で
に

シ
ル
コ
ト
ハ
ノ
ニ
ノ
ニ
ハ
ル
ガ
セ
ニ
シ
シ

無
し
有
二
是
虚
一
、
是
故
六
識
不
二
並
起
一
故
無
二
黛
習
一
。
若
汝
、
も
香
は
倶
に
生
ず
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
「
無
記
」
と
は
記
す

ハ
パ
ノ
ハ
ノ
キ
ガ
ノ
ー
ク
ク
ル
ト
ヲ
ノ
ハ
ズ
ラ

言
二
有
識
生
類
、
其
相
、
如
レ
此
故
能
受
咳
黛
、
是
義
不
レ
然
・
こ
と
の
無
い
（
無
記
）
中
に
お
け
る
香
と
い
う
対
象
の
よ
う
で

ノ
ズ
ル
モ
ス
ル
ニ
ニ
ル
ペ
シ
ト
ハ
シ
セ
パ
ノ
モ
ト
ヒ
ズ
ル
コ
ト
ヲ

餘
生
例
応
爾
者
、
若
汝
、
執
三
不
相
応
義
亦
得
二
相
黛
一
、
あ
る
。
蒜
（
に
ら
）
の
臭
気
の
如
く
香
気
の
出
る
こ
と
は
な
く
、

テ
ノ
ノ
ス
ル
ヲ
ニ
ス
ノ
ー
キ
ハ
ノ
ノ

［
以
二
］
汝
所
し
執
義
一
当
し
例
二
汝
所
執
一
。
如
二
眼
等
諸
根
》
与
レ
無
記
の
中
に
薫
ず
る
の
で
あ
る
。
「
可
黛
」
と
は
薫
ず
る
と
こ

ト
ル
ガ
ジ
カ
ラ
ニ
ケ
テ
ス
ト
ノ
ノ
ノ
ナ
ル
モ
ニ
ニ
ヒ

識
不
レ
同
故
名
為
し
餘
。
此
諸
根
色
清
浄
同
類
亦
応
二
更
互
相
ろ
の
も
の
で
、
魚
ぜ
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
、
こ
の
如
く
に
、

ス
モ
ジ
ノ
ナ
リ
ト
ル
ガ
セ
ニ
シ
ル
ガ
サ
ヲ

照
》
。
錐
二
同
色
類
一
、
不
二
相
応
一
故
。
若
汝
、
不
し
許
二
相
薫
一
、
石
と
銀
と
金
等
は
照
じ
ら
れ
な
い
。
薫
ぜ
ら
れ
る
の
を
受
持
す

モ
ル
ペ
シ
モ
ジ
ナ
リ
ト
ル
ガ
セ
ニ
ン
ガ
ン
ク
コ
ト
ヲ

六
識
亦
爾
。
雄
二
同
識
類
一
不
二
相
応
一
故
、
云
何
得
し
説
二
相
る
と
こ
ろ
に
照
ず
る
か
ら
照
ぜ
ら
れ
る
と
い
わ
れ
る
の
が
可
薫

真
諦
訳
『
摂
大
乗
論
世
親
釈
』
に
お
け
る
増
広
部
分
の
検
討
（
四
）
（
岩
田
）
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ニ
ニ
ケ
リ
ノ
ヲ
ユ
ル
ト
ト
ナ
リ
シ
テ
ノ
ヲ
サ
バ
ヲ

例
前
已
説
ニ
ニ
種
種
子
｜
・
謂
外
及
内
。
若
以
二
因
義
｝
顕
し
之
、

ズ
ノ
ヲ
ハ

ハ
ナ
リ
ノ
サ
ン
ガ
ノ
ヲ
二
ク

成
ニ
ニ
種
因
》
・
一
生
因
、
二
引
因
。
為
し
顕
二
此
義
一
故
、
説
ニ

ノ
ト
ト
ノ
ノ
ト
ト
ヲ
ト
ト
ノ
ヲ
シ
サ
パ
ト

此
外
内
種
子
能
生
及
引
因
一
。
外
内
種
子
、
若
作
二
生
因
及
引

卜
ノ
ン
ク
ジ

ヲ

ノ
ス
ル
ハ

因
一
、
其
相
云
何
。
能
生
二
芽
等
一
、
乃
至
、
果
熟
、

レ
ノ
ナ
リ
ク
ジ
ヲ

ル
ハ
レ
ノ
ナ
リ

是
外
生
因
。
能
生
二
果
報
》
、
乃
至
、
命
終
、
是
内
生
因
．
引

ト
ハ
．

ス
ル
モ
ホ
シ
ル
二
二
ス
ト
ハ
ノ

シ
ナ
ラ
パ

因
者
、
枯
喪
猶
相
続
、
然
後
方
滅
蓋
者
、
外
種
子
、
若
穀

ニ
ピ
ル
モ
ノ

シ
ナ
ラ
パ
ニ
ス
ル
モ
ル
ガ
二
二
ホ
シ
テ
ス
ト
ナ
リ

已
陳
、
内
種
子
、
若
身
已
死
、
由
二
引
因
一
故
猶
相
続
住
。

シ
ノ
ニ
ル
４
ミ
ナ
ラ
パ

ガ
ニ
ス
レ
パ
ハ
チ
ニ
シ

若
此
二
種
、
但
有
二
生
因
一
、
生
因
已
謝
、
果
即
応
三
滅
、

ル
ベ
シ
シ
テ
ス
ル
コ
ト
シ
カ
ン
カ
リ
ニ
シ
テ
ズ
ル
ニ

不
し
得
二
相
続
住
一
。
若
汝
、
説
下
由
二
刹
那
転
転
相
生
一
、

ノ
ハ
ニ
ノ
ノ
ル
ガ
ト
ー
ホ
シ
テ
ス
ト
シ
ラ
パ
二

前
刹
那
為
二
後
刹
那
｝
作
し
因
故
、
猶
相
続
住
上
、
若
爾
、
最
後

ル
ペ
夢
チ
キ
ー
キ
ガ
、
ノ
ー
ル
ニ
ル
コ
ト
ヲ

不
二
応
都
壷
一
。
既
無
二
此
二
義
一
故
、
知
三
別
有
二
引
因
｝
・

ノ
ノ
ハ
ヘ
パ
シ
ノ
ル
ヨ
リ
ツ
ガ
ヲ

此
二
種
因
、
響
如
二
人
射
脅
弓
放
ｐ
箭
・

ツ
ラ
ヲ
シ
ト

ヲ
ス
ト
ツ
テ
ヲ
パ
ル
ル
ヲ
ヲ

的
放
し
箭
為
二
生
因
一
、
鍔
弓
為
二
引
因
一
。
放
し
箭
得
し
離
し
弦
、

ク
リ
ロ
ル
シ
ダ
テ
ッ
ヲ
ヲ
ス
ノ
ミ
ニ
テ
ト
レ
バ
テ
ヲ
サ

遠
有
レ
所
し
至
・
若
但
以
レ
放
し
箭
為
レ
因
、
不
下
以
二
轡
弓
一
為
も

卜
チ
ハ
ズ
キ
コ
ト
ヲ
シ
パ
ノ
ノ
ハ
ズ
ル
ガ
ノ
ノ
ヲ
二

因
、
則
箭
不
し
得
し
遠
・
若
言
下
前
刹
那
箭
、
生
二
後
刹
那
箭
一
故

ハ
ト
キ
コ
ト
ヲ
チ
ハ
ケ
ン
ツ
ル
ノ

ト
ト
ノ
モ
ナ
リ
ル
ガ

箭
得
も
遠
、
則
箭
無
二
落
義
》
・
外
内
種
子
亦
爾
。
由
二
生
因
、

霊ツ
｡

真
諦
訳
『
摂
大
乗
論
世
親
釈
』
に
お
け
る
増
広
部
分
の
検
討
（
四
）
（
岩
田
）

で
あ
る
。
「
能
照
と
相
応
す
る
」
と
は
、
相
応
し
な
い
こ
と
は

有
り
得
な
い
し
、
無
間
に
生
ず
る
と
の
意
味
で
あ
る
。
そ
の
他

の
業
（
諸
作
業
）
が
無
い
と
い
う
の
は
そ
の
他
の
業
の
こ
と
で

あ
り
、
そ
れ
が
無
い
の
は
そ
の
業
を
解
脱
し
、
ア
ー
ラ
ヤ
識
は

他
の
業
に
お
い
て
窯
じ
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
一
刹
那
等

［
の
六
義
］
の
そ
れ
ら
の
す
べ
て
（
六
義
）
は
ア
ー
ラ
ヤ
識
に

有
る
と
こ
ろ
の
、
そ
れ
は
一
刹
那
の
転
識
と
対
治
が
生
ず
る
ま

で
転
（
生
）
じ
な
い
、
或
い
は
生
死
を
窮
む
る
際
（
窮
生
死
際
）

ま
で
善
等
の
決
定
の
因
性
と
な
る
為
に
福
と
非
福
と
不
動
の
行

の
縁
を
待
っ
て
善
と
不
善
と
の
趣
に
お
い
て
異
熟
と
し
て
有
る

転
識
に
お
い
て
一
切
の
不
順
法
に
お
い
て
成
立
す
る
。

ま
た
そ
の
故
に
、
そ
の
ア
ー
ラ
ヤ
識
の
功
徳
（
性
質
）
と
相

応
す
る
そ
れ
は
所
薫
ｅ
』
題
画
）
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
「
六

［
識
］
に
は
有
る
こ
と
は
な
い
」
と
は
［
前
と
後
と
］
相
応
し

な
い
と
、
識
の
動
性
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
「
三
つ
の
差
別
と

相
違
す
る
」
が
故
に
と
い
う
中
に
所
依
を
別
々
に
し
、
所
縁
を

別
々
に
し
、
作
意
を
別
々
と
す
る
け
れ
ど
も
、
余
（
他
）
の
義

(46）



ク
ル
ニ
ニ
シ
ル
ガ
ク
ル
ニ
ニ
ス

憲
一
故
枯
喪
、
由
二
引
因
、
憲
一
故
滅
壷
。
に
お
い
て
別
の
行
相
に
よ
り
転
ず
る
が
故
で
あ
る
。
［
経
部
師

へ
バ
ク
ノ
ノ

ノ
ハ
ラ

論
日
。
警
如
二
外
種
子
一
、
内
種
子
不
し
爾
・
は
］
前
刹
那
［
念
］
か
ら
後
刹
那
［
念
］
が
生
ず
る
と
い
う
讐

ノ
ハ
テ
ヲ
ス
ヲ

此
義
以
二
二
偶
一
顕
し
之
。
え
に
よ
り
、
そ
れ
を
断
ぜ
ん
が
た
め
に
説
い
て
「
一
刹
那
に
倶

テ
ハ
ニ
キ
モ

ノ
ハ
カ
ラ

ｆ
、
於
レ
外
無
二
薫
習
》
、
種
子
内
不
レ
然
・
な
ら
ざ
る
が
故
に
」
と
は
一
刹
那
は
一
処
に
有
る
の
で
は
な
い
。

ニ
ク
シ
テ

ノ
ズ
ル
コ
ト
ハ
ズ
二

聞
等
無
二
黛
習
一
、
果
生
非
二
道
理
一
。
倶
に
生
じ
［
倶
に
］
滅
す
る
こ
と
が
有
る
と
は
薫
習
の
所
依
で

卜
ピ
ト
ハ

ト
ト
ー
ス

ｇ
、
已
作
及
未
作
、
失
得
井
相
違
。
あ
る
。
若
し
そ
の
衆
同
分
の
識
と
そ
の
同
〔
識
］
の
類
の
中
に

ツ
テ
ニ
ハ
ズ
ル
コ
ト
ヲ
ノ
ニ
ニ
ハ
リ

由
し
内
外
得
し
成
、
是
故
内
有
し
輿
。
相
応
し
な
い
で
ま
た
薫
ず
る
の
を
念
ず
る
な
ら
ば
、
［
同
識
の
］

シ
ノ
ト
ノ
ト
レ
バ
ナ
ラ
ノ
ハ
ジ
ク
レ
ノ

⑧
輝
日
。
若
内
種
子
与
二
外
種
子
一
不
レ
異
、
眼
等
根
同
是
清
浄
四
類
と
さ
れ
る
の
は
他
の
場
合
に
は
過
失
と
な
る
べ
き
で
あ
り
、

ナ
リ
ノ
ニ
ル
ヤ
ニ
ゼ
ス
ガ
レ
ト
ナ
リ
ノ
ニ
ハ
ツ
テ

大
。
何
故
不
二
互
相
黛
一
。
為
二
是
外
｝
故
。
外
種
子
有
二
三
義
｜
、
ま
た
他
の
種
類
に
も
過
失
が
あ
る
べ
き
で
あ
り
、
眼
等
の
浄
色

ル
ノ
ト
ノ
ー
ハ
ノ
ナ
ル
モ
ハ
チ
ラ
ノ
サ
ン
ガ

異
二
内
種
子
一
。
是
故
内
黛
習
依
止
、
外
則
不
レ
爾
・
為
し
顕
二
に
お
い
て
衆
同
分
（
衆
を
同
じ
ゅ
う
す
る
に
よ
り
）
そ
れ
ら
を

ノ
ヲ
二
ク
ヲ
テ
ハ
ニ
キ
モ

ノ
ハ
ズ
ト
ハ
ラ

此
義
》
故
、
説
二
二
偶
一
・
於
レ
外
無
二
薫
習
一
種
子
内
不
レ
然
者
、
ま
た
相
互
に
窯
ず
る
過
失
と
な
る
。

ノ
ハ
ク

ノ
ル
ガ
二
二
ジ
ズ
ル
ガ
ニ
ニ
ズ
ル
ニ

外
種
子
如
二
穀
麦
等
《
、
由
二
功
能
｜
故
成
、
不
下
由
二
薫
習
故
成
上
。
ま
た
若
し
前
に
説
か
れ
た
二
種
の
種
子
は
外
と
内
に
生
ず
る

ノ
ハ
チ
ズ
ラ
ズ
ル
ガ
二
二
ズ
ノ
ハ
ズ
ノ
ー

内
種
子
則
不
レ
爾
、
必
由
二
黛
習
一
故
成
。
此
義
非
二
證
比
境
界
↓
。
と
は
余
力
を
念
ず
る
と
い
う
中
に
よ
り
そ
こ
に
所
生
の
種
子
は

ガ
キ
ヤ
ル

ニ
ク
シ
テ

ノ
ズ
ル
コ
ト
ハ
ズ
ト
ハ
ニ
シ

云
何
可
し
知
。
聞
等
無
二
黛
習
｜
、
果
生
非
二
道
理
一
者
、
若
外
の
果
が
熟
す
る
ま
で
で
あ
る
。
内
の
種
子
と
は
辺
際
ま
で
能

テ
ニ
ク
パ

ヨ
リ
ダ
パ
ザ
ル
ニ
ヲ

ハ
ズ
ゼ
リ
シ
テ

於
レ
内
無
二
黛
習
》
、
昔
未
レ
学
二
聞
慧
｝
、
思
慧
不
し
生
。
従
し
生
で
で
あ
る
。
穀
と
な
っ
て
能
引
す
る
の
は
外
の
［
種
子
の
］

ブ
コ
ト
ヲ
二
モ
ニ
ル
ゼ
ヲ
テ
ノ
ニ
ジ
ク
キ
ガ

学
二
聞
慧
一
後
、
思
慧
亦
応
し
不
し
生
。
何
以
故
、
同
無
二
窯
習
↓
こ
と
で
あ
る
。
死
と
は
内
の
［
種
子
］
で
あ
り
、
身
体
は
こ
の

ナ
リ
ニ
シ

ニ
ル
ハ
ッ
テ
ニ
ジ
ヲ
ケ
レ
バ

故
。
既
無
二
此
義
》
、
故
知
、
内
由
二
惠
習
｜
成
二
種
子
一
、
無
二
薫
後
に
ま
た
分
散
す
る
こ
と
な
く
引
生
す
る
所
依
で
あ
る
。
若
し
、

真
諦
訳
『
摂
大
乗
論
世
親
釈
』
に
お
け
る
増
広
部
分
の
検
討
（
四
）
（
岩
田
）
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摂
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け
る
増
広
部
分
の
検
討
（
四
）
（
岩
田
）

チ
ズ
ゼ
シ
テ
ニ
ケ
レ
パ
ダ
リ
ヤ
ノ
ト
ピ

習
一
則
不
レ
成
。
若
於
レ
内
無
二
黛
習
一
、
復
有
二
何
失
一
。
已
作
及
生
の
種
子
の
因
が
有
る
な
ら
ば
そ
れ
（
因
）
は
毅
損
す
る
こ
と

ト
ハ
ト
ト
ピ
ニ
ス
ト
ハ
シ
ニ
ケ
レ
パ
リ
ノ

未
作
、
失
得
井
相
違
者
、
若
内
無
二
黛
習
一
、
有
二
二
過
失
一
。
な
く
し
て
、
少
時
の
後
に
も
［
果
は
］
相
続
す
る
こ
と
が
な
い
。

ニ
ハ
モ
ニ
ル
ニ
ハ
モ
ニ
フ
シ
ニ
レ
パ
ヲ
ス
コ
ト
ト

ー
未
作
応
し
得
、
二
已
作
応
し
失
・
若
相
続
中
、
無
二
照
習
為
ｐ
因
、
若
し
一
刹
那
［
念
］
に
お
い
て
生
ず
る
な
ら
ば
前
刹
那
が
後
刹

ノ
ノ
ハ
ザ
ル
ペ
シ
ノ
ニ
チ
ハ
ニ
シ
テ
ル
ナ
リ
シ
ノ

此
苦
楽
等
果
非
二
因
所
作
一
、
即
是
不
作
而
得
。
若
已
作
功
那
の
因
と
な
る
な
ら
ば
、
そ
の
時
い
つ
も
段
損
す
る
こ
と
は
な

ニ
シ
テ
ニ
レ
パ
ス
ル
コ
ト
チ
シ
ハ
ク
ル
コ
ト
ヲ
チ
ハ
ニ
シ
テ
フ
ナ
リ

用
、
於
レ
心
無
二
黛
習
一
、
則
無
二
因
能
得
咳
果
。
即
是
已
作
而
失
。
い
か
ら
、
そ
れ
故
に
決
定
し
て
引
発
の
因
に
よ
り
生
ず
る
も
の

ノ
ハ
ハ
ノ
ー
シ

ト
モ

ス
ノ
ー
ハ
ニ

此
義
於
二
世
間
中
｝
相
違
、
与
二
道
理
一
亦
相
違
。
是
故
本
識
為
二
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
種
子
は
ま
た
〔
讐
え
ば
矢
を
］
番
え
放
つ

ノ
セ
ラ
ル
ル
ガ
ニ
ル
ズ
ル
ヲ
ヲ
ニ
ガ
吟
診
テ

三
業
一
薫
習
故
得
し
成
し
因
。
復
次
云
何
穀
麦
等
無
二
薫
習
一
、
た
弓
が
完
全
に
二
つ
の
矢
を
放
っ
て
［
目
的
に
］
達
す
る
二
つ

ル
ヤ
ズ
ル
コ
ト
ヲ
ヲ
リ
テ
ニ
ハ
ル
ズ
ル
コ
ト
ヲ
ノ
ー
ニ
リ
ト
ハ

得
し
成
二
種
子
一
．
由
し
内
外
得
し
成
、
是
故
内
有
し
魚
者
、
の
因
を
起
こ
す
が
如
き
で
あ
る
。

ガ
シ
ズ
ル
モ
ヲ
ズ
ラ
ノ
ニ
ズ
ッ
テ
ノ
ー
ズ
ル
ガ

外
若
成
二
種
子
一
不
し
由
二
自
能
一
、
必
由
二
内
黛
習
一
、
感
レ

ヲ
ニ
ズ
ヲ
ヲ
テ
ノ
ニ

ノ
ノ
ハ
ル
レ
パ
ヲ
チ
ズ
ゼ

外
故
成
二
種
子
一
。
何
以
故
。
一
切
外
法
、
離
し
内
則
不
レ
成
・

ノ
ニ
テ
ハ
ニ
ル
ナ
リ
ゼ
ヲ
ニ
ハ
ッ
テ
ニ
ル
ニ
ル
ズ
ル
コ
ト
ヲ

是
故
於
レ
外
、
不
し
成
二
黛
習
。
一
由
三
内
有
二
薫
習
、
得
し
成
二

ヲ
ニ
ハ
シ
ニ
ケ
レ
パ
モ
ニ
ベ
ク
モ
ニ
ウ
ペ
シ
シ

種
子
一
。
二
若
内
無
二
種
子
一
、
未
作
応
し
得
、
已
作
応
し
失
・
無

キ
ノ
ノ

ニ
ハ
ノ
ハ
ツ
テ
ニ
ル
ガ
ズ
ル
コ
ト
ヲ
ニ
ハ
リ
テ
ニ

ニ
如
レ
此
義
一
。
三
外
種
子
由
し
内
得
し
成
故
、
内
異
レ
外
、

ズ
リ

ニ
ニ
ケ
リ

ト

ト
ヲ

必
有
二
薫
習
｝
・
前
已
説
二
分
別
自
性
縁
生
愛
非
愛
縁
生
》
・
今

二
ニ
ク

ヲ
ノ
ン

当
三
更
説
二
受
用
縁
生
一
。
其
相
云
何
。

こ
の
部
分
は
伽
と
⑧
と
の
注
釈
部
分
に
分
け
ら
れ
る
。
㈹
は
チ
ベ
ッ
ト
訳
・
笈
多
訳
・
玄
葵
訳
と
相
応
す
る
部
分
で
あ
る
。
⑧
の
部
分
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そ
の
㈲
の
い
に
は
「
一
切
法
は
唯
だ
識
の
み
有
る
が
故
な
り
。
…
…
一
切
法
は
識
を
以
て
本
と
為
す
が
故
な
り
」
と
い
う
唯
識
基
本
の

説
明
が
あ
る
。
㈲
は
種
子
の
六
義
の
注
釈
で
あ
る
。
そ
の
六
義
と
は
、
Ｈ
「
念
念
滅
」
（
玄
共
訳
、
「
刹
那
滅
」
）
、
口
「
倶
有
」
（
「
果
倶

有
」
）
、
日
随
遂
至
二
治
際
一
」
（
「
恒
随
転
」
）
、
四
「
決
定
」
（
「
性
決
定
」
）
、
㈲
「
観
因
果
」
（
「
待
衆
縁
」
）
、
㈲
「
能
引
顕
自
果
」
（
「
引
自
果
」
）

（
１
）

で
あ
る
。
例
は
堅
と
無
記
と
可
黛
と
能
薫
の
注
釈
で
あ
る
。
回
例
は
共
に
重
要
な
説
明
で
あ
る
。
㈲
は
種
子
の
六
義
の
再
略
説
で
あ
る
。

そ
し
て
「
一
切
の
生
起
識
は
、
六
義
を
具
し
て
、
種
子
と
為
る
こ
と
を
得
と
錐
も
、
但
だ
黛
習
の
四
義
と
相
ひ
反
す
。
阿
黎
耶
識
は
種
子

の
六
義
と
及
び
黛
習
の
四
義
と
を
具
す
る
に
由
る
が
故
に
、
能
く
黛
習
を
受
け
て
転
じ
て
種
子
と
為
る
」
と
解
釈
し
て
い
る
。
こ
れ
は
生

起
識
と
種
子
の
六
義
と
の
関
係
を
示
す
。
阿
黎
耶
識
は
種
子
の
六
義
を
具
す
る
。
ま
た
阿
黎
耶
識
に
は
能
薫
の
四
義
と
所
薫
の
四
義
が
説

か
れ
る
こ
と
が
解
釈
さ
れ
て
い
る
．
㈱
は
「
六
識
に
相
応
す
る
こ
と
無
し
」
に
つ
い
て
の
注
釈
で
あ
る
。
㈹
は
外
内
の
二
種
の
種
子
の
能

生
と
引
因
の
注
釈
で
あ
る
が
、
真
諦
訳
は
チ
ベ
ッ
ト
訳
・
玄
葵
訳
な
ど
の
二
倍
も
の
解
釈
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
解
釈
は
詳
し
く
説
明
的

で
あ
る
。
伯
は
、
箭
と
脅
弓
の
臂
え
を
再
説
し
て
い
る
。
こ
れ
は
真
諦
訳
だ
け
に
あ
る
も
の
で
あ
る
。

（
２
）

⑧
の
部
分
の
偶
頌
は
、
最
古
の
『
摂
大
乗
論
』
の
漢
訳
で
あ
る
仏
陀
扇
多
訳
に
は
見
当
た
ら
な
い
。
そ
の
注
釈
は
真
諦
訳
だ
け
に
見
ら

れ
て
、
チ
ベ
ッ
ト
訳
等
他
訳
に
は
見
ら
れ
な
い
箇
所
で
あ
る
。
内
容
的
に
は
㈲
の
部
分
の
前
半
の
注
釈
を
細
説
す
る
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

れ
て
、

詳
し
く
分
量
も
多
く
な
っ
て
い
る
。

注
の
解
釈
は
真
諦
訳
だ
け
に
あ
る
も
の
で
あ
る
。
㈲
の
部
分
は
他
訳
と
相
応
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
説
明
は
他
訳
と
比
較
す
る
と
非
常
に

（
１
）
拙
論
「
真
諦
訳
『
摂
大
乗
論
世
親
釈
』
に
お
け
る
種
子
説
に
つ
い
て
」
（
『
田
賀
龍
彦
博
士
古
稀
記
念
論
集
仏
教
思
想
仏
教
史
論
集
』
平
成
十

三
年
三
月
、
山
喜
房
仏
書
林
）
、
一
一
○
頁
。

（
２
）
佐
々
木
月
樵
著
『
漢
訳
四
本
対
照
摂
大
乗
論
』
（
中
山
書
房
、
昭
和
三
十
四
年
七
月
）
、
十
五
頁
⑨
参
照
。

長
尾
本
『
摂
論
和
訳
』
、
一
六
九
頁
参
照
。

真
諦
訳
『
摂
大
乗
論
世
親
釈
』
に
お
け
る
増
広
部
分
の
検
討
（
四
）
（
岩
田
）
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真
諦
訳
『
摂
大
乗
論
世
親
釈
』
に
お
け
る
増
広
部
分
の
検
討
（
四
）
（
岩
田
）

ノ
ハ
リ

ー
ユ
ル
ナ
リ
卜

醐
論
日
。
所
余
識
異
二
阿
黎
耶
識
一
。
謂
生
起
識
。
一
切
生
虚
チ
ベ
ッ
ト
訳

ピ
ト
ー
ニ
ル
ヲ
ク

ト

及
道
、
応
し
知
、
是
名
二
受
用
識
一
。
［
論
日
。
］
ま
た
、
余
の
転
識
が
あ
る
。
そ
れ
は
一
切
の
身

ノ
ヲ
ガ
イ
テ
ク
ル
ヤ
ト
ラ
リ

輝
日
。
此
六
識
云
何
説
名
二
生
起
識
》
。
自
有
二
二
義
一
・
本
体
と
［
善
悪
の
］
趣
を
受
用
す
る
も
の
と
見
ら
れ
る
。
『
中

ノ
ノ
ハ
ツ
テ
ノ
ー
ス
ル
ガ
ニ
ノ
ハ
レ
ノ
ナ
ル
ガ

識
中
種
子
、
由
二
此
識
一
生
起
故
。
此
六
識
是
煩
悩
業
縁
起
辺
分
別
論
』
の
偶
頌
に
よ
る
［
が
如
く
で
あ
る
］
。

二
ハ

ク
シ
テ
ヲ
ム
ゼ
ヲ
ニ
ラ

故
。
一
［
者
］
、
能
黛
二
習
本
識
一
令
レ
成
二
種
子
｜
・
種
子
自
一
に
は
縁
識
で
あ
り
、
二
に
は
受
用
す
る
も
の
（
識
）
で

リ

ハ
ニ
シ
テ
ハ
ナ
リ
リ
テ
ノ
ニ

ヲ
ク

有
一
二
能
｜
、
一
能
生
、
二
能
引
。
由
二
此
二
能
弐
、
六
識
名
二
生
あ
る
、

ト
ル
ガ
ニ
ル
ニ

ニ
ニ
ル
ヲ
ハ

ノ
ノ

起
一
。
由
三
果
有
二
二
能
一
故
、
因
得
二
二
名
一
・
二
者
、
本
識
中
［
第
二
識
は
］
受
用
す
る
こ
と
と
分
別
（
判
別
）
す
る
こ

ノ
ス
ル

ハ
ッ
テ
ニ
シ
ノ
ス
ル
ガ
ヲ
二
ノ

因
熟
時
、
六
識
随
し
因
生
起
、
為
し
受
二
用
愛
憎
等
報
》
故
、
此
と
と
、
そ
れ
を
生
起
す
る
こ
と
と
の
心
法
（
心
作
用
）
が

ヲ
ケ

ト

ク

ト
モ
ツ
テ
ノ
ー
ス
ル
ル
ガ

識
名
一
生
起
識
一
、
亦
名
二
受
用
識
↑
・
由
三
宿
因
所
二
生
起
｜
、
令
レ
あ
る
、

セ
ヲ
ニ
ル
ト
ト
ノ
ヲ
ノ
ハ
ノ

受
二
用
果
報
一
故
、
得
二
生
起
受
用
二
名
一
・
此
生
起
識
一
切
受
と
説
く
が
如
き
で
あ
る
。

ノ
ー
ク
ク
ル
ガ
ヲ
二
ニ
ル
ヲ
ク

身
四
生
、
六
道
虚
、
能
受
二
果
報
一
故
、
応
し
知
、
此
名
二
受
用
［
釈
日
。
］
「
ま
た
、
余
の
転
識
が
あ
る
。
そ
れ
は
一
切
の
身
体

卜
ノ
ノ
ハ
ン

識
一
。
此
受
用
識
相
貌
云
何
。
と
［
善
悪
の
］
趣
（
有
情
）
を
受
用
す
る
も
の
（
識
）
と
見
ら

ゃ
ン

ノ
ニ
ク
ガ

論
日
。
如
二
中
辺
論
偶
説
一
・
れ
る
。
」
と
い
う
中
で
、
謂
く
、
そ
の
中
で
受
用
す
る
と
は
生

ニ
ハ
イ
テ
ケ
ト

ニ
ハ
イ
テ
ク
ト

一
説
名
二
縁
識
一
、
二
説
名
二
受
識
。
起
す
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
受
用
の
自
性
と
は
受
用
を
有
す

ス
ル
ヲ
ヲ
ケ
ト

ハ
ナ
リ

了
し
受
名
二
分
別
一
、
起
行
等
心
法
。
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
意
味
は
『
中
辺
分
別
論
』
の
偶

ニ
ハ
イ
テ
ク
ト
ハ
ト

ハ
レ
ノ
ナ
ル
ガ

輝
日
。
一
説
名
二
縁
識
一
者
、
阿
黎
耶
識
是
生
起
識
因
縁
頌
を
現
前
の
聖
教
（
阿
笈
摩
）
と
し
て
説
か
れ
る
。

ニ
イ
テ
ク
ト
ニ
ハ
イ
テ
ク
ト
ハ
ト

ノ
ノ
ハ
ニ
ハ

故
、
説
名
二
縁
識
一
。
二
説
名
二
受
識
一
者
、
其
餘
諸
識
前
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チ
ベ
ッ
ト
訳
と
笈
多
訳
・
玄
葵
訳
と
は
ほ
ぼ
一
致
し
て
簡
単
で
あ
る
。
こ
の
箇
所
も
真
諦
訳
だ
け
が
他
訳
と
相
違
し
て
い
る
。
玄
葵
訳

の
転
識
を
、
真
諦
訳
は
生
起
識
と
訳
し
て
い
る
。
そ
の
生
起
識
は
前
六
識
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は
煩
悩
業
の
縁
起
で
あ
る
と
解
釈
し
、

そ
れ
に
は
二
義
が
あ
る
こ
と
を
明
か
す
。
そ
の
一
は
、
本
識
を
黛
習
し
て
種
子
を
成
ず
る
。
し
か
も
そ
の
種
子
に
は
能
生
と
能
引
が
あ
る

と
説
く
。
そ
の
二
は
、
本
識
の
中
の
因
の
熟
す
る
時
、
六
識
は
因
に
従
っ
て
生
起
し
、
愛
憎
等
の
報
を
受
用
す
る
故
に
生
起
識
と
名
づ
け
、

受
用
識
と
も
名
づ
け
る
と
説
い
て
い
る
。

引
用
の
『
中
辺
分
別
論
』
の
偶
頌
に
つ
い
て
、
チ
ベ
ッ
ト
訳
等
他
訳
に
は
注
釈
は
無
い
。
し
か
し
、
真
諦
訳
に
は
解
釈
が
あ
る
。
こ
の

（
１
）

偶
頌
の
注
釈
は
、
真
諦
訳
の
『
中
辺
分
別
論
』
上
巻
（
一
’
九
）
の
注
釈
と
、
こ
の
箇
所
の
注
釈
と
は
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。
た
だ
し
、

こ
の
『
世
親
釈
』
の
解
釈
は
よ
り
具
体
的
で
詳
し
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
真
諦
訳
の
『
世
親
釈
』
の
中
に
、
他
の
論
書
に
お
け
る

真
諦
訳
『
摂
大
乗
論
世
親
釈
』
に
お
け
る
増
広
部
分
の
検
討
（
四
）
（
岩
田
）

イ
テ
ケ

ト
ハ
イ
テ
ク
ト
ク
ジ
テ
ヲ
リ
テ

説
名
二
生
起
識
一
、
今
説
名
二
受
識
一
。
能
縁
し
塵
起
、
於
ニ
ー

ノ
ノ
ー
ク
ス
ル
ガ
ヲ
二
ク
ト
チ
レ
ナ
リ

ー
塵
中
一
、
能
受
二
用
苦
楽
等
一
故
名
二
受
識
。
即
是
受
陰
．

ス
ル
ヲ
ヲ
ク
ト
ハ
ト

ノ
二
・
ン
ラ
バ
ハ
ク
シ
テ
フ
ノ
ハ

了
し
受
名
二
分
別
一
者
、
此
三
受
若
有
し
別
心
能
了
別
、
謂
二
此
受

ナ
リ
ノ
ハ
ナ
リ
ノ
ハ

ナ
リ
ト
ノ
ヲ
ク

ト
チ

苦
、
此
受
楽
、
此
受
不
苦
不
楽
一
．
此
識
名
二
分
別
識
一
・
即

し
ナ
リ

ハ
ナ
リ
ト
ハ

ヲ
ク
ト
ク
レ
ハ
シ

是
想
識
。
起
行
等
心
法
者
、
作
意
等
名
二
起
行
一
。
謂
此
好
、

レ
ハ
シ
ノ
ナ
ル
ガ
ニ
ク
ト
ノ
ハ
ク
ム
ル
ガ
ヲ
シ
テ
テ
ヲ
ケ

彼
悪
等
思
故
名
二
作
意
》
。
此
作
意
能
令
二
心
捨
レ
此
受
ｐ

ヲ
ニ
ク
ト

ハ
チ
レ
ナ
リ
ヲ
ケ
ト
リ
ノ

彼
故
名
二
起
行
一
。
起
行
即
是
行
陰
。
六
識
名
し
心
、
従
二
此
初

ニ
ズ
ル
ガ
ノ
ヲ
ニ
ク
卜

心
一
生
二
後
三
心
二
故
名
二
心
法
｝
。
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真
諦
訳
『
摂
大
乗
論
世
親
釈
』
に
お
け
る
増
広
部
分
の
検
討
（
四
）
（
岩
田
）

世
親
の
注
釈
を
引
用
す
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
よ
う
で
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。

ノ
ハ
ニ
ル
コ
ト
ハ
ト
シ
ノ
ー
ク
ガ

剛
論
日
。
此
二
識
更
互
為
し
因
、
如
二
大
乗
阿
毘
達
磨
偶
説
一
・

ハ
テ
ニ
ス
ノ
ケ
ル
モ
ニ
ナ
リ

諸
法
於
レ
識
蔵
。
識
於
レ
法
亦
爾
。

ノ
ハ
ニ
リ
ト

ー
ニ
ル
卜

此
二
互
為
レ
因
、
亦
恒
互
為
レ
果
・

ノ
ハ
シ
ハ
サ
ン
ト
ト
ビ
ト
ー
ル
コ
ト
ヲ
ト
テ

側
縄
日
。
此
言
欲
し
顕
三
本
識
及
受
用
識
互
為
二
因
果
｝
、
以

ヲ
ス
ト

ト
レ
バ
セ
チ
ン
デ
シ
ズ
シ

阿
含
一
為
し
證
。
与
二
阿
含
一
不
二
相
違
一
、
則
定
可
し
信
。
又
若

レ
バ
サ
ノ
ヲ
ダ
ラ
ズ
ノ
ハ
リ

デ
ス
ヤ
レ
ヲ
ト

不
し
作
一
庇
言
一
、
未
し
知
下
此
證
従
レ
何
而
出
、
為
二
是
聖
言
一
、

ス
ヤ
ヲ
ズ
ト
二
二
ス
ノ
ヲ

為
し
非
中
聖
言
上
。
故
作
二
此
説
一
。

ハ
テ
ニ
ス
ト
ケ
ル
モ
ニ
ナ
リ
ト
ハ
シ
ヲ
シ
ノ

⑧
諸
法
於
レ
識
蔵
。
識
於
レ
法
亦
爾
者
、
若
本
識
作
一
議
法

ト

ヲ
サ
バ
ト
ズ
ル
ス
ル
ニ
ノ
ー
シ
ヲ
シ
ノ

因
一
、
諸
法
為
し
果
、
必
依
レ
蔵
二
本
識
中
一
・
若
諸
法
作
二
本
識

注
（
１
）
真
諦
訳
『
中
辺
分
別
論
』
巻
第
一
よ
り
、

第
一
名
二
縁
識
一
、
第
二
是
用
識
。

於
レ
塵
受
分
別
、
引
行
謂
心
法
。

縁
識
者
、
阿
黎
耶
識
、
余
識
生
縁
故
。
用
識
者
、
鯛
、
因
二
黎
耶
識
一
於
二
塵
中
↑
起
名
為
二
用
識
↓
・
於
レ
塵
受
者
、
鯛
、
領
二
塵
苦
等
一
説
名
二
受
陰

↓
・
分
別
者
、
謂
、
選
二
揮
塵
差
別
一
是
名
二
想
陰
一
。
引
行
者
、
能
令
二
心
捨
レ
此
取
●
彼
、
謂
、
欲
思
惟
及
作
意
等
名
為
二
行
陰
》
・
如
レ
是
受
等
名

為
二
心
法
》
。
（
山
口
益
編
『
漢
蔵
対
照
弁
中
辺
論
』
（
鈴
木
学
術
財
団
、
昭
和
四
十
一
年
）
九
’
十
頁
参
照
。

チ
ベ
ッ
ト
訳

［
論
曰
く
。
］
そ
の
二
識
は
相
互
に
縁
と
な
る
。
阿
毘
達

磨
経
に
よ
る
［
と
次
の
如
く
で
あ
る
］
。

諸
法
は
識
の
中
に
お
い
て
内
蔵
さ
れ
る
。
そ
れ
（
識
）

は
そ
れ
ら
（
諸
法
）
の
中
に
お
い
て
も
、
ま
た
そ
の
如
く

（
同
じ
）
で
あ
る
。

恒
に
相
互
に
果
の
性
と
な
り
、
因
の
性
と
な
る
、

と
偶
頌
に
説
か
れ
る
。

穎
日
。
］
そ
れ
ら
の
識
が
相
互
に
縁
と
な
る
こ
と
の
聖
教
（
ア
ー
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腕
、
ソ
。
」注 真

諦
訳
の
解
釈
は
チ
ベ
ッ
ト
訳
等
他
訳
よ
り
わ
か
り
や
す
く
詳
細
に
説
か
れ
て
い
る
。
こ
の
偶
頌
は
安
慧
造
の
『
中
辺
分
別
論
釈
疏
』

（
１
）

に
、
前
節
の
偶
頌
と
の
関
連
で
引
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
ア
ー
ラ
ヤ
識
と
諸
法
と
が
相
互
に
因
と
な
り
果
と
な
る
こ
と
を
説
い
て
い

る
。
こ
の
箇
所
は
㈲
⑧
○
に
区
分
で
き
る
。
側
は
こ
の
偶
頌
に
対
す
る
概
説
で
あ
り
、
⑧
は
偶
頌
に
対
す
る
注
釈
で
あ
る
。
こ
の
⑧
は
チ

ベ
ッ
ト
訳
等
他
訳
と
相
応
す
る
。
ｐ
に
は
、
「
こ
の
如
く
、
［
ア
ー
ラ
ヤ
識
の
］
因
果
の
理
は
仏
有
る
も
仏
無
き
も
、
法
爾
に
し
て
常
住
な

り
。
」
と
の
短
い
文
章
で
あ
る
が
仏
教
教
理
の
定
義
と
も
言
え
る
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
。

ト

ヲ
サ
バ
ト
ズ
ル
ス
ル
ニ
ノ
ー
ノ
ハ
ニ
リ
卜

因
一
、
本
識
為
し
果
、
必
依
レ
蔵
二
諸
法
中
一
・
此
二
互
為
因
一
、

二
二
ル
ト
ハ
ト
シ
ヲ
サ
バ
ノ
ト
レ
ハ
リ
ノ
卜

亦
恒
互
為
し
果
者
、
若
本
識
為
二
彼
因
一
、
彼
為
二
本
識
果
一
、

シ
ヲ
サ
バ
ノ
ト

ハ
ル
ノ
卜

若
彼
為
二
本
識
因
一
、
本
識
為
二
彼
果
一
。

キ
ノ
ノ
ノ
ハ
ル
モ
キ
モ
ニ
シ
テ
ナ
リ

ｐ
如
レ
此
因
果
理
、
有
し
佛
無
レ
佛
、
法
爾
常
住
。

（
１
）
長
尾
本
『
摂
論
和
訳
』
一
七
三
’
一
七
四
頁
参
照
。

ぃ
民
凹
日
儲
月
言
＆
冨
四
昌
曼
習
圃
く
ぎ
ｇ
隠
蔦
風
》
（
鈴
木
学
術
財
団
、
昭
和
四
十
一
年
二
月
）
、
三
三
，
三
四
頁
。

山
口
益
訳
注
『
中
辺
分
別
論
釈
疏
』
（
鈴
木
学
術
財
団
、
昭
和
四
十
一
年
二
月
）
、
五
三
頁
。

真
諦
訳
『
摂
大
乗
論
世
親
釈
』
に
お
け
る
増
広
部
分
の
検
討
（
四
）
（
岩
田
）

ガ
マ
・
教
証
）
は
阿
毘
達
磨
経
に
よ
る
「
諸
法
は
［
ア
ー
ラ
ヤ
］

識
の
中
に
お
い
て
内
蔵
さ
れ
る
」
と
い
う
偶
頌
で
あ
る
。
「
相

互
に
因
の
性
と
な
る
」
と
は
、
根
本
識
に
よ
り
そ
れ
ら
（
諸
法
）

が
生
起
す
る
為
の
因
で
あ
る
。
「
恒
に
果
の
性
と
な
る
」
と
は
、

ア
ー
ラ
ヤ
識
の
因
が
あ
る
時
、
そ
の
果
が
あ
る
の
に
対
し
て
、

そ
の
因
が
あ
る
時
、
ア
ー
ラ
ヤ
識
の
果
が
あ
る
。
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真
諦
訳
『
摂
大
乗
論
世
親
釈
』
に
お
け
る
増
広
部
分
の
検
討
（
四
）
（
岩
田
）

蠅
四
縁
章
第
七
チ
ベ
ッ
ト
訳

キ
ノ
ノ
ノ
ハ
ニ
ハ

ニ
ハ

伽
縄
日
。
如
レ
此
三
種
縁
生
、
一
窮
生
死
縁
生
、
二
愛
非
愛
道
［
論
日
。
］
若
し
第
一
の
縁
起
の
中
に
［
二
］
識
が
相
互
に

ニ
ハ

ナ
リ
ノ
ノ
ニ
リ
ノ

縁
生
、
三
受
用
縁
生
。
此
三
縁
生
有
二
四
種
縁
一
。
因
縁
と
な
る
な
ら
ば
、
そ
こ
で
、
令
・
ｇ
）
第
二
の
縁
起
の

シ
テ
ハ
ノ
ノ
ニ

ト
ト
ハ
ニ
ル
卜

⑧
論
日
。
若
於
二
第
一
縁
生
中
一
、
諸
法
与
レ
識
更
互
為
二
因
縁
一
。
中
に
お
い
て
何
の
縁
と
い
わ
れ
る
か
、
［
そ
れ
は
〕
増
上
縁

ハ
ニ
ハ
ル
ズ
ヒ
ネ
テ
フ
コ
ト
ヲ
ヲ
テ
ノ
ニ
ハ
シ
テ

輝
日
。
因
縁
已
顕
。
不
須
二
重
間
一
・
何
以
故
．
諸
法
黛
習
、
で
あ
る
。
ま
た
、
六
識
は
同
一
の
縁
に
よ
っ
て
生
ず
る
と
は

ル
ガ

ノ
二
二
ル
ー
ル
コ
ト
ヲ
卜

在
二
阿
黎
耶
識
中
一
故
、
得
三
互
為
二
因
果
一
。
何
か
、
増
上
［
縁
〕
と
所
縁
［
縁
］
と
等
無
間
縁
等
に
よ
っ

テ
ハ
ノ
ノ
ニ

ハ
レ
ノ
ゾ
ヤ
レ
ナ
リ

論
日
。
於
二
第
二
縁
生
中
｝
、
諸
法
是
何
縁
．
是
増
上
縁
。
て
生
ず
る
。
三
種
の
縁
起
と
は
、
［
一
に
は
］
窮
生
死
と

ル
ガ
ノ
ー
ニ
ハ
ル
ズ
ル
コ
ト
ヲ

縛
日
。
由
二
無
明
等
増
上
一
故
、
行
等
得
し
生
。
［
二
に
は
］
愛
非
愛
の
趣
と
［
三
に
は
］
受
用
の
縁
と
に
は
、

ニ
リ

ニ
ハ

ニ
ハ
ナ
リ
ト
ハ

ｐ
増
上
有
二
二
種
一
、
一
者
不
相
離
、
二
者
但
有
。
不
相
離
こ
れ
ら
四
［
縁
］
が
具
有
す
る
。

シ
ノ
ニ
ノ
ル
ガ
ト
ト
ハ
シ
ノ

者
、
如
下
眼
根
為
二
眼
識
一
作
中
増
上
縁
上
。
但
有
者
、
如
三
自
等
［
釈
日
。
］
そ
れ
は
三
種
の
縁
起
で
あ
る
。
［
一
に
は
］
生
死
と

ク
ス
ガ
ヲ
シ
ナ
ラ
パ
テ
ニ
ニ
リ
ノ

能
顕
二
黒
等
、
若
無
明
等
於
二
行
等
一
、
具
有
二
二
種
増
上
縁
［
二
に
は
］
愛
非
愛
の
趣
と
［
三
に
は
］
受
用
［
の
縁
］
に
お

シ
ケ
レ
パ
ノ

ハ
ズ
セ
シ
ガ
ニ
ジ
テ
ケ
レ
バ

｝
・
若
無
二
苦
下
無
明
一
諸
行
不
レ
生
。
若
行
、
已
生
無
二
修
い
て
四
種
の
縁
に
よ
っ
て
具
有
す
る
。
そ
の
中
で
、
第
一
［
の

ノ

ハ
ズ
セ
ヲ
テ
ノ
ニ

ノ
ハ
ル
ガ
ラ
ズ
ル

道
無
明
一
、
諸
行
不
レ
熟
。
何
以
故
、
須
陀
疸
人
不
し
造
下
感
二
縁
起
］
と
は
因
の
縁
で
あ
り
、
ア
ー
ラ
ヤ
識
に
お
け
る
所
依
の

ヲ
ヲ
ニ

ノ
ハ
ル
ガ
ケ
ノ
ヲ
二

生
報
｝
業
上
故
。
阿
那
含
人
不
し
受
二
下
界
生
報
一
故
。
諸
法
の
黛
習
で
あ
る
。
第
二
［
の
縁
起
］
と
は
増
上
縁
に
し
て
、

ニ
ノ
ニ
テ
ク
ズ
ル
ヤ
ヲ
リ
ク

⑨
論
日
。
復
次
、
幾
縁
能
生
二
六
識
一
・
有
二
三
縁
一
・
謂
増
無
明
等
の
力
に
よ
っ
て
諸
行
が
生
ず
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、

ト
ト

ト
ナ
リ

上
縁
、
縁
縁
、
次
第
縁
。
受
用
の
縁
起
と
説
か
れ
る
の
に
対
し
て
六
転
識
は
三
縁
を
生
ず

リ
ズ
ル
ガ
ニ
レ
ナ
リ
ズ
ル
ガ
ヲ
二
レ
ナ
リ

輝
日
。
従
し
根
生
故
、
是
増
上
縁
。
縁
し
塵
故
、
是
縁
縁
。
る
。
そ
の
中
で
、
眼
識
の
増
上
縁
と
は
眼
で
あ
る
。
所
縁
縁
と
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こ
の
箇
所
も
、
真
諦
訳
と
チ
ベ
ッ
ト
訳
等
他
訳
と
は
一
致
し
な
い
．
し
か
し
、
チ
ベ
ッ
ト
訳
と
玄
共
訳
等
は
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。
真

諦
訳
の
伽
は
章
の
初
め
の
概
説
で
あ
り
、
真
諦
訳
だ
け
に
あ
る
。
⑧
の
第
一
の
窮
生
死
縁
生
の
注
釈
は
他
訳
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
し
か
し
、

第
二
の
愛
非
愛
道
縁
生
を
説
明
す
る
中
で
、
「
由
二
無
明
等
増
上
一
故
、
行
等
得
し
生
。
」
は
チ
ベ
ッ
ト
訳
に
も
あ
る
。
し
か
し
、
他
訳
に
は

増
上
縁
の
二
種
の
説
明
は
無
い
。
⑥
そ
の
増
上
縁
に
は
一
不
相
離
と
二
但
有
の
二
種
が
説
か
れ
る
。
更
に
、
須
陀
垣
（
預
流
果
）
の
人
と

阿
那
含
（
不
還
果
）
の
人
と
の
相
違
を
説
い
て
い
る
。
Ｄ
で
は
、
増
上
縁
と
縁
縁
（
所
縁
縁
）
と
次
第
縁
（
等
無
間
縁
）
と
の
三
縁
が
説

か
れ
る
。
他
訳
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
⑧
は
他
訳
に
無
い
。
こ
こ
で
は
顕
了
義
と
隠
密
義
の
具
不
具
が
説
か
れ
て
い
る
。

ガ
シ
テ
ガ
ズ
ル
ガ
ニ
レ
ナ
リ
ガ
ク
ニ
ノ
ズ
ル

前
識
滅
後
識
生
故
、
是
次
第
縁
。
前
識
、
能
与
二
後
識
生

ノ

ニ
キ
ガ
ニ
ク
卜

時
一
、
中
間
無
し
隔
故
名
二
次
第
一
。

キ
ノ
ノ
ハ
ニ
ハ

ニ
ハ

⑧
論
日
。
如
レ
此
三
縁
生
。
一
窮
生
死
縁
生
、
二
愛
憎
道
縁

ニ
ハ

ニ
シ
テ
ス
ヲ

生
、
三
受
用
縁
生
、
具
二
足
四
縁
一
・

テ
ヲ
ス
ル
ニ
ノ
ー
リ
ト
ト
シ
カ
バ

輝
日
。
以
二
四
縁
一
、
約
二
三
種
縁
生
、
有
二
具
不
具
一
。
若
就
ニ

ノ
ニ
ナ
ル
モ
セ
ヲ
シ
カ
パ
ノ
ー
ス
ヲ

顕
了
義
》
、
皆
不
レ
具
し
四
、
若
就
二
隠
密
義
一
、
皆
具
二
四
縁
一
・

攝
大
乗
論
釈
巻
第
二

巻
第
三

輝
引
證
品
第
三
之
一

真
諦
訳
『
摂
大
乗
論
世
親
釈
』
に
お
け
る
増
広
部
分
の
検
討
（
四
）
（
岩
田
）

は
色
で
あ
る
。
等
無
間
縁
と
は
間
断
な
く
識
が
生
ず
る
こ
と
で

あ
り
、
そ
れ
故
に
、
若
し
、
そ
れ
に
よ
る
時
間
を
未
だ
与
え
ざ

る
な
ら
ば
ま
た
生
起
す
る
こ
と
は
有
る
こ
と
が
無
い
。
是
の
如

く
他
の
識
に
つ
い
て
も
そ
の
よ
う
で
あ
る
。

チ
ベ
ッ
ト
訳

［
論
日
。
］
以
上
で
、
同
義
語
（
衆
名
、
異
門
）
と
相
（
体
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摂
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剛
煩
悩
不
浄
章
第
一
相
）
に
よ
る
ア
ー
ラ
ヤ
識
の
定
義
は
已
っ
た
。
是
の
如
く
、

ノ
ー
リ

ニ
ハ

ニ
ハ

伽
騨
日
。
此
品
有
二
六
章
｜
、
一
煩
悩
不
浄
品
、
二
業
不
浄
品
、
ア
ー
ラ
ヤ
識
で
あ
る
こ
と
は
こ
れ
ら
の
同
義
語
に
よ
っ
て
説

二
ハ

ニ
ハ

ニ
ハ

ニ
ハ
ナ
リ

三
生
不
浄
品
、
四
世
間
浄
品
、
五
出
世
浄
品
、
六
順
道
。
か
れ
る
と
、
是
の
如
く
、
相
に
よ
っ
て
説
か
れ
る
如
く
で
あ

ノ

ノ
ニ
セ
ル
コ
ト
ハ
ル
ト
ピ
ニ

⑧
論
日
。
此
阿
梨
耶
識
、
已
成
立
、
由
二
衆
名
及
体
相
一
。
り
、
転
識
は
無
い
と
い
う
こ
と
を
如
何
に
知
る
べ
き
か
。
若

ク
ノ
ノ
ヲ
二
キ
モ
ニ
セ
リ
ノ
ハ

騨
日
。
如
レ
此
、
本
識
衆
名
已
説
、
体
相
已
成
立
。
此
二
義
、
し
ア
ー
ラ
ヤ
識
の
成
立
す
る
こ
と
が
無
い
な
ら
ば
、
雑
染
と

ダ
テ
ノ
ミ
ニ
ク
ノ
ズ
ル
コ
ト
ヲ
ズ
テ
ハ
二
二

但
於
二
本
識
一
、
如
レ
理
得
し
成
、
非
し
於
二
余
識
一
・
今
、
為
し
清
浄
は
存
在
し
な
い
し
、
煩
悩
の
雑
染
と
業
の
雑
染
と
生
の

サ
ン
ガ
ノ
ヲ
テ
ト
ト
ー
ト
ー
ツ
ヲ

顕
二
此
二
義
一
、
於
二
理
非
理
｜
、
与
二
諸
師
一
共
立
し
課
。
雑
染
も
存
在
し
な
い
。
ま
た
、
世
間
と
出
世
間
の
清
浄
も
存

ガ
ル
ヤ
ル
コ
ト
ヲ

ヲ
テ
ノ
キ
ノ
ノ
ヲ

○
論
日
。
云
何
得
し
知
二
阿
梨
耶
識
一
。
以
二
如
レ
是
等
衆
名
一
在
し
な
い
。

ナ
リ
ノ
ク
モ
ヲ
ナ
リ
カ

ニ
ハ

故
。
如
来
説
二
体
相
一
亦
爾
。
不
レ
説
二
生
起
識
一
・
［
釈
日
。
］
是
の
如
く
ア
ー
ラ
ヤ
識
が
他
の
同
義
語
に
よ
り

ク
キ
ノ
ノ
ト
ピ
ト
ハ
テ
モ
ガ
ノ
ニ
リ

騨
日
。
彼
云
、
如
レ
是
等
衆
名
及
体
相
、
於
二
我
法
中
一
亦
有
。
［
已
に
］
説
か
れ
、
今
当
に
相
を
成
立
せ
ら
れ
た
。
ま
た
、
ニ

ダ
キ
ノ
ミ

ガ
フ
ヤ
ト
ビ
ト
ハ
ン
デ
シ

但
無
二
阿
梨
耶
識
一
。
云
何
言
下
衆
名
及
体
相
、
定
属
二
阿
梨
［
同
義
語
と
相
と
］
は
ア
ー
ラ
ヤ
識
に
お
い
て
正
し
く
［
成
立

二
ト
セ
ニ
ノ
ヘ
ン
ガ
ノ
ー
二

耶
識
一
、
不
し
属
中
余
識
上
。
為
し
答
二
此
問
一
故
。
し
］
、
他
処
（
余
識
）
は
無
い
と
い
う
こ
と
を
弁
別
（
道
理
）

シ
レ
テ
ハ
ノ
ト
ト
ノ
ノ
ツ
ル

ヲ

論
日
。
若
離
二
此
名
相
所
し
立
阿
梨
耶
識
一
、
不
浄
品
浄
に
よ
っ
て
説
明
せ
ら
れ
た
。

ハ
ズ
セ

品
等
、
皆
不
二
成
就
『
・

シ
レ
テ
ヲ

騨
日
。
若
汝
、
離
二
本
識
一
、

ノ
ハ
ズ
ゼ
ヲ
テ
ノ
二

此
安
立
不
レ
成
・
何
以
故
。

シ
レ
テ
ヲ

セ
パ
ノ
ト
ピ
ト
ヲ
テ
ニ

騨
日
。
若
汝
、
離
二
本
識
一
、
安
三
立
此
名
及
体
相
於
二
余
識
↓
、

ノ
ハ
ズ
ゼ
ヲ
テ
ノ
ニ
ル
ガ
ノ
ト
フ
ナ
リ
ノ
ハ

此
安
立
不
レ
成
・
何
以
故
。
為
二
三
義
所
豆
違
故
。
此
三
義
、

レ
ノ
ノ
ナ
リ
ク
ト
ト
ビ
ト
ナ
リ
ノ
ハ
ツ
テ

是
如
来
正
法
悉
檀
。
謂
不
浄
品
浄
品
及
正
道
理
。
此
義
、
由
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仰
の
釈
日
は
こ
の
「
釈
引
証
品
第
三
の
ご
が
六
章
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
補
説
し
た
部
分
で
真
諦
の
説
明
で
あ
る
。
⑥
の
部

分
が
チ
ベ
ッ
ト
訳
等
他
訳
と
一
致
す
る
箇
所
で
あ
る
。
○
の
部
分
は
真
諦
訳
だ
け
に
あ
る
解
釈
で
あ
る
。
こ
こ
で
衆
名
と
体
相
と
は
定
で

阿
黎
耶
識
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
そ
れ
は
若
し
阿
黎
耶
識
を
離
れ
た
な
ら
ば
、
こ
れ
ま
で
説
明
し
て
き
た

阿
黎
耶
識
の
同
義
語
（
衆
名
、
異
門
）
に
よ
る
解
説
と
そ
の
相
（
体
相
）
の
解
説
が
成
立
し
な
い
も
の
と
な
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い

る
。
そ
こ
で
、
如
来
の
正
法
の
悉
檀
（
完
成
）
に
は
一
不
浄
品
と
二
浄
品
と
三
正
道
理
の
三
義
が
あ
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
。

こ
の
箇
所
か
ら
は
阿
黎
耶
識
の
存
在
を
論
証
す
る
こ
と
を
解
説
す
る
も
の
で
、
真
諦
は
そ
の
こ
と
を
以
下
の
六
章
の
各
々
の
章
の
前
に

「
縛
日
」
と
し
て
解
釈
を
附
加
し
て
「
若
し
本
識
（
阿
黎
耶
識
）
を
溌
無
す
れ
ば
○
○
を
安
立
し
な
い
。
」
と
い
う
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
注
記
は
他
訳
に
は
な
い
も
の
で
あ
る
。

注

ノ
イ
テ
ヲ
サ
ン
ガ
ト
ー
ネ
テ
ク
ノ
ヲ

騨
日
。
為
下
開
二
三
章
一
為
中
六
章
上
故
、
重
説
二
此
名
一
。

ニ
ル
ツ
ル
コ
ト
ヲ
シ
セ
パ
ヲ
ノ
ハ
ク
ノ

ー
本
識
一
得
し
立
・
若
汝
、
嬢
二
無
本
識
》
、
此
三
義
無
二
安
立

チ
ル
ペ
シ
ゼ
ノ
ヲ
ノ
ハ
ニ
シ
テ
ヘ
パ
ノ

虚
一
、
則
不
レ
成
二
此
義
一
。
如
来
所
立
堅
実
成
就
、
違
二
汝
所

二
ノ
ハ
チ
セ
ン
ノ
ー
ト
ビ
ト
ハ
ズ
レ
ヲ

執
一
、
汝
執
則
壊
。
是
故
衆
名
及
体
相
、
不
し
離
二
本
識
一
。

ノ

ノ

ノ

ノ

論
日
。
煩
悩
不
浄
品
、
業
不
浄
品
、
生
不
浄
品
、
世
間
浄
品
、

（
１
）
長
尾
本
『
摂
論
和
訳
』
一
七
八
’
一
七
九
頁

ノ
ハ
ズ
セ

出
世
浄
品
等
、
皆
不
二
成
就
｝
。

真
諦
訳
『
摂
大
乗
論
世
親
釈
』
に
お
け
る
増
広
部
分
の
検
討
（
四
）
（
岩
田
）
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検
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ガ

ハ
ル
ヤ
セ

ト
ピ
ノ

㈹
剛
論
日
。
云
何
煩
悩
不
浄
品
不
二
成
就
一
。
根
本
煩
悩
及
少
分

ノ
ノ
ル
ノ
ハ
テ
ハ
ニ
ズ
ス
ル
コ
ト
ヲ
ヲ

煩
悩
所
し
作
黛
習
種
子
、
於
二
六
識
一
不
し
得
二
成
就
｝
。
何

テ
ノ
ニ
ハ

ノ
ノ
ト
ニ
リ
ニ
ス
レ
パ
ナ
リ

以
故
、
眼
識
与
二
欲
等
大
小
二
惑
一
倶
起
倶
滅
。

ハ
テ
ニ
ル
ガ
ニ
ッ
テ
二
二
ニ
リ
ニ
ス
ノ
ハ
サ
ン
ガ

輝
日
。
欲
依
レ
心
起
故
、
随
し
心
世
倶
起
倶
滅
。
為
し
顕
三
欲

ハ
ス
ル
コ
ト
ヲ
ニ
ナ
リ

等
薫
二
習
心
一
故
。

ノ
ハ
レ
ニ
レ
テ
ゼ
ス
ヲ
ハ
ズ
ラ

⑧
論
日
。
此
眼
識
、
是
惑
所
し
薫
成
二
立
種
子
一
。
余
識
不
し
爾
・

ノ
ハ

ト

・

ン

ル
ゼ
ニ
ズ

輝
日
。
此
眼
識
与
二
欲
等
一
倶
起
倶
滅
、
数
数
被
し
黛
故
成
二
種

ヲ

ハ
チ
ズ
レ
ゼ
ニ
ノ
ル
ル
ガ
セ
ナ
リ

子
一
・
耳
識
等
、
則
不
レ
被
し
薫
。
為
二
余
識
一
所
し
遮
故
。

ノ
ハ
ニ
シ
ハ
ハ
セ
パ
ト
ビ
ノ
ト
ハ

○
論
日
。
是
眼
識
、
已
滅
或
余
識
間
起
、
黛
習
及
黛
習
依
止
、

ズ
ラ

皆
不
レ
可
し
得
。

シ
ラ
バ
ノ
ー
ク

ノ
ニ
フ
レ
ヲ
ハ
ニ

輝
日
。
若
在
二
無
識
地
中
一
、
謂
無
想
定
等
故
、
言
二
是
識
已

ス
ト
ハ
ラ
バ
ノ
ニ

ス
ル
ガ
ニ
ハ
ス
テ
ハ

滅
↓
・
或
在
二
有
識
地
中
一
、
耳
識
等
間
起
故
眼
識
滅
。
於
二

ノ
ノ
ノ
ニ
ノ
ノ
ズ
ル
ト
ビ
ノ
ス
ル
ト
ハ
ズ
ラ

此
二
滅
中
｝
黛
習
所
し
生
種
子
及
所
二
依
止
一
眼
識
、
皆
不
し
可
し

得
。

ハ
ニ
ニ
シ
テ
ニ
ク
ル
コ
ト
ハ
。
ニ
レ
へ
だ
テ

論
日
。
眼
識
前
時
已
謝
、
現
無
し
有
し
体
、
或
余
識
所
レ
間
、

リ
ニ
シ
テ
ナ
ル
ル
ハ
ノ
ス
ル
コ
ト
ズ

ス
ル
コ
ト
ヲ

従
二
已
滅
無
し
法
有
二
欲
倶
生
一
、
不
し
得
二
成
就
一
。

シ
ハ
二
二
ニ
シ
テ
ニ
ケ
レ
パ
ト
ビ

騨
日
。
若
眼
識
前
時
已
二
種
謝
滅
、
現
在
無
二
復
、
眼
識
及

チ
ベ
ッ
ト
訳

［
論
日
。
］
云
何
が
［
ア
ー
ラ
ヤ
識
が
無
い
な
ら
ば
］
煩
悩

の
雑
染
は
成
立
し
な
い
か
。
煩
悩
と
随
煩
悩
に
よ
っ
て
作
る

薫
習
の
種
子
は
六
識
身
に
お
い
て
［
成
立
す
る
こ
と
は
］
道

理
に
合
わ
な
い
。

⑩
若
し
眼
識
が
食
欲
等
の
煩
悩
と
随
煩
悩
と
倶
に
生
じ

［
倶
に
］
滅
す
る
そ
の
処
（
眼
識
）
に
そ
れ
ら
の
［
煩
悩
と

随
煩
悩
の
］
種
子
の
性
に
よ
り
薫
習
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、

余
処
（
識
）
［
の
他
識
や
処
］
に
お
い
て
有
る
の
で
は
な
い
。

［
そ
の
煩
悩
の
照
じ
つ
け
ら
れ
た
］
眼
識
が
［
已
に
］
滅
し
、

［
耳
識
な
ど
の
］
余
識
に
至
っ
て
そ
れ
を
断
ず
る
中
に
は
、

黛
習
は
無
く
、
ま
た
顛
習
の
所
依
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

眼
識
が
先
に
滅
し
て
［
現
在
は
］
無
で
あ
る
か
ら
、
余
識
が

そ
の
間
を
へ
だ
て
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
過
去
の
無

で
あ
る
［
眼
識
］
よ
り
、
［
新
た
な
眼
識
が
］
貧
欲
等
と
倶

に
生
ず
る
こ
と
は
道
理
に
合
わ
な
い
。
［
唇
え
ば
］
過
去
の

業
か
ら
業
の
異
熟
果
を
生
ず
る
が
如
き
で
あ
る
。
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ノ
ト
ハ
チ
レ
ニ
シ
テ
ナ
リ
ガ
ニ
シ
ト
ス
ル
ニ
ハ
ヒ
テ

欲
体
一
、
即
是
已
滅
無
法
。
眼
識
後
若
与
レ
欲
倶
生
、
用
二
前

二
ニ
セ
ル
ト
ビ
ト
ヲ
シ
テ
ト
ズ
ル
ハ
ノ
ト
ピ
ト
ヲ
ノ

時
已
滅
眼
識
及
欲
一
。
為
二
種
子
一
生
二
現
起
眼
識
及
欲
一
、
此

ズ

ス
ル
コ
ト
ヲ
ヲ
テ
ノ
ニ
ハ
ニ
ス
ル
ガ
ナ
リ

義
、
不
し
得
二
成
就
一
、
何
以
故
。
因
已
謝
滅
故
。

ヘ
パ
シ
リ
二
二
セ
ル

ハ
ル
ガ
ズ
ル
コ
ト
ヲ

論
日
。
警
如
下
従
二
過
去
已
滅
壷
業
一
、
果
報
不
も
得
し
生
。

ノ
ー
リ

ク
ト
ビ
ト
ナ
リ
シ
ガ

騨
日
。
過
去
業
有
二
二
種
一
・
謂
有
功
能
及
無
功
能
。
若
果
報

二
ス
レ
バ
チ
シ
タ

ノ
ニ
リ

ニ
ハ
ニ
シ

已
熟
、
則
無
二
復
功
能
一
。
此
業
有
ニ
ニ
義
一
。
一
已
過
去
、

ニ
ハ
ニ
ス
ノ
ハ
シ
ル
コ
ト
リ
ノ
ズ
ル
ス
ル
ヲ

二
已
滅
蓋
。
果
報
果
無
レ
有
下
従
二
此
業
一
生
義
上
。
有
し
欲
眼

モ
ニ
ク
ノ
ズ
ラ
ク
リ
ニ
セ
シ
ズ
ル
ト

識
亦
応
如
レ
此
、
不
し
可
レ
説
下
従
二
已
滅
種
子
｝
生
上
。

シ
ガ
セ
パ
二
二
セ
ル
ハ
レ
ナ
リ
ト
テ
ノ
ノ
ハ
レ
ナ
ル
ヲ
二

、
若
人
執
二
前
已
滅
識
是
有
一
、
以
二
過
去
法
、
是
有
一
故
、

垂
ン

ノ
ノ
ス
ル
ノ
ハ
ダ
ツ
テ
ノ
ミ
シ
ヲ
テ
ノ
二

如
二
毘
婆
沙
師
所
。
執
。
此
執
但
有
し
語
無
し
義
．
何
以
故
。

シ
ガ
レ
ナ
ラ
パ
ガ
フ
ヤ
ノ
ト
ル
ガ
ノ
ー
ニ
ノ
ノ

若
法
是
有
、
云
何
言
二
過
去
諸
法
一
・
由
二
此
義
一
故
、
果
報
果

ズ
ル
コ
ト
ハ
ズ
し
た
が
ハ
ニ
テ
ノ
キ
ヲ
二

生
、
不
し
如
二
道
理
↑
。
以
二
黛
習
無
一
故
。

ニ
ハ
ト
ハ
ニ
ス
ル
モ
ヲ
ズ
ゼ

論
日
。
復
次
、
眼
識
与
二
欲
等
一
或
倶
時
生
起
、
黛
習
不
し
成
・

ニ
シ
テ
ニ
ダ
ラ

ニ
ピ
ダ
ニ
ノ
し

騨
日
。
眼
識
前
時
未
レ
入
二
滅
心
定
一
、
及
未
下
為
二
余
識
一
所
七

へ
だ
テ
ト
ス
ル
モ
ニ
リ
ニ
ピ
ニ
ノ
シ
テ
ヲ

間
、
与
レ
欲
倶
生
、
後
入
二
滅
心
定
一
、
及
為
二
余
識
一
所
し
間

ヲ

ズ
ル
コ
ト
ヲ

黛
習
不
し
得
し
成
。ヲ

テ
ノ
ニ
ノ
ハ

ス
ル
コ
ト
ヲ
ノ
ー
テ
ノ

論
日
。
何
以
故
。
此
種
子
不
し
得
し
住
二
於
欲
中
一
・
以
三

真
諦
訳
『
摂
大
乗
論
世
親
釈
』
に
お
け
る
増
広
部
分
の
検
討
（
四
）
（
岩
田
）

ま
た
、
眼
識
が
食
欲
等
と
倶
に
生
ず
る
も
、
そ
の
中
に

［
そ
の
眼
識
が
］
黛
習
す
る
こ
と
は
成
立
し
な
い
。
更
に
、

②
食
欲
の
中
に
、
［
眼
識
が
種
子
を
窯
じ
づ
け
る
こ
と
が
］

有
る
の
で
は
な
い
。
貧
欲
は
そ
れ
（
識
）
を
所
依
と
す
る

［
の
で
あ
る
か
ら
、
識
こ
そ
黛
習
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、

そ
の
逆
で
は
な
い
］
が
故
で
あ
り
、
［
貧
欲
は
、
薫
習
を
受

け
る
も
の
と
し
て
は
〕
堅
固
（
安
定
し
た
も
の
）
で
は
な
い

か
ら
で
あ
る
。
⑧
ま
た
、
［
耳
識
等
の
］
余
識
の
中
に
［
黛

じ
づ
け
る
の
］
で
は
な
い
。
諸
識
の
所
依
は
種
々
に
［
差
別

す
る
こ
と
］
が
あ
る
か
ら
と
、
［
諸
識
が
］
倶
に
生
じ
［
倶

に
］
滅
す
る
こ
と
無
き
が
故
で
あ
る
．
側
ま
た
、
自
ら
の
中

に
［
同
類
因
果
的
に
、
眼
識
が
同
じ
眼
識
の
中
に
薫
じ
つ
け

る
こ
と
が
］
有
る
の
で
は
な
い
。
自
ら
［
同
類
の
眼
識
と
眼

識
と
］
が
倶
に
生
じ
、
倶
に
滅
す
る
こ
と
が
無
い
か
ら
で
あ

る
。

以
上
の
よ
う
に
、
眼
識
が
貧
欲
等
の
煩
悩
と
随
煩
悩
に
よ
っ

て
黛
習
が
さ
れ
る
の
は
道
理
に
合
わ
な
い
。
ま
た
、
そ
の
識
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真
諦
訳
『
摂
大
乗
論
世
親
釈
』
に
お
け
る
増
広
部
分
の
検
討
（
四
）
（
岩
田
）

ハ
ス
ル
ヲ
二
二
ノ
ハ
ル
ガ
セ
ナ
リ

欲
依
二
止
識
一
故
、
又
欲
相
続
不
二
堅
住
一
故
。
が
［
他
の
、
あ
る
い
は
自
ら
の
］
識
に
よ
り
黛
習
さ
れ
る
の

ガ
シ
ス
ル
ト
キ
ハ
ズ
ル
ノ
ト
ピ
シ
テ
ス
ル
ト
ー

輝
日
。
種
子
若
住
、
必
依
二
自
在
法
及
相
続
堅
住
法
。
は
道
理
に
合
わ
な
い
。
眼
識
に
お
け
る
が
如
く
、
他
の
転
識

ノ
ハ
テ
ハ
ノ
ー
ニ
キ
ガ
ニ
ハ
ズ
ノ
二

此
二
義
於
二
欲
中
》
、
並
無
故
、
欲
非
二
種
子
所
依
虚
一
。
に
お
い
て
も
、
そ
の
如
く
に
知
ら
る
べ
き
で
あ
る
。

ノ
ハ
テ
モ
ニ
シ

ガ
ナ
ル
ガ
二

論
日
。
此
欲
於
二
余
識
一
亦
無
二
薫
習
、
依
止
別
異
故
。
［
釈
日
。
］
ま
た
、
そ
れ
は
「
是
の
如
く
、
眼
識
が
食
欲
等
の

ノ
ト
キ
ガ

ス
ル
コ
ト
二

所
余
諸
識
無
二
倶
起
倶
滅
一
故
。
煩
悩
と
及
び
随
煩
悩
と
倶
に
生
じ
［
倶
に
］
滅
す
る
そ
の
処

ガ
シ
レ
パ
ス
ル
ヲ
ノ
ー
ニ
ス
ル
コ
ト
ヲ
ノ

騨
日
。
種
子
若
不
レ
得
し
住
二
欲
中
一
、
応
し
得
し
住
二
余
諸
識
（
眼
識
）
に
お
い
て
、
そ
れ
ら
の
［
煩
悩
と
随
煩
悩
と
の
］
種

一
一

シ
ノ

ヲ
テ
ノ
ニ
ガ
ニ
シ
テ

ハ
ル
ガ

中
一
、
‘
亦
無
二
此
義
一
。
何
以
故
。
依
止
別
異
、
又
生
滅
不
し
子
の
性
に
よ
り
黛
習
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
余
処
（
識
）

ナ
ラ
ナ
リ
ガ
ナ
リ
ト
ハ

ハ
テ
ヲ
シ
ト

倶
故
。
依
止
別
異
者
、
眼
識
以
二
眼
根
一
為
二
依
止
一
、
耳
［
の
他
識
や
処
］
に
お
い
て
有
る
も
の
で
は
な
い
」
と
い
う
中

ハ
テ
ヲ
シ
ト

ハ
テ
ヲ
ス
ナ
リ
卜

識
以
二
耳
根
一
為
二
依
止
一
、
乃
至
、
意
識
以
二
意
根
一
為
二
依
止
↓
。
で
、
そ
の
中
で
「
そ
の
処
に
」
と
は
、
眼
識
の
中
に
と
の
こ
と

り
ノ
ノ
ハ
ニ
ル
ニ

ス
ル
コ
ト
ヲ
ノ
ー
ノ
ノ
ハ

由
三
此
諸
識
依
止
各
虚
不
レ
得
二
相
応
一
、
是
故
此
識
黛
習
不
で
あ
る
。
「
そ
れ
ら
の
」
ｅ
・
届
歯
）
と
は
、
食
欲
等
［
の
煩

ス
ル
コ
ト
ヲ
ノ
ニ

ズ
ト
ハ
ト
ト
ト
ハ
ク
ル
ガ

レ
得
し
住
二
於
彼
識
一
。
生
滅
不
し
倶
者
、
根
塵
作
意
悉
不
レ
悩
と
随
煩
悩
と
］
の
こ
と
で
あ
る
。
「
種
子
の
性
に
よ
る
」
と

ジ
カ
ラ
ニ
シ
ニ
ス
ル

ニ
ズ
ナ
ラ
ガ
ン

同
故
、
無
二
倶
生
滅
義
｜
・
生
滅
既
不
二
同
時
一
、
云
何
得
下
は
、
因
の
性
に
よ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
「
余
処
に
お
い
て
有

テ
ノ
ヲ
ズ
ル
コ
ト
ヲ
ノ
ヲ
ノ
ー
ノ
ノ
ハ
ズ
ズ
ル
コ
ト
ヲ

以
二
此
識
一
照
中
於
彼
識
粍
是
故
、
諸
黛
習
義
皆
不
レ
得
し
成
・
る
の
で
は
無
い
」
と
は
、
耳
識
と
い
う
等
に
お
い
て
は
有
る
の

シ
カ
バ
ノ
ハ
ス
ト
ノ
ノ
ニ
レ
モ
ズ
ラ
ヲ
テ
ノ

若
汝
、
説
三
此
種
子
住
二
同
類
識
中
一
、
此
亦
不
レ
然
・
何
以
で
は
無
い
こ
と
で
あ
る
Ｐ
「
余
識
に
よ
る
中
に
断
ず
る
」
と
は
、

一
一故
。
耳
識
等
に
よ
る
中
に
お
い
て
断
ず
る
こ
と
で
あ
る
。
「
薫
習
」

ハ

ト
ズ
ヒ
ズ
ル
コ
ト
ヲ
テ
ノ
キ
ヲ
二
二

論
日
。
同
類
与
二
同
類
一
不
し
得
二
相
黛
一
。
以
レ
無
二
一
時
共
と
は
、
貧
欲
等
の
薫
習
で
あ
る
。
「
黛
習
の
所
依
」
と
は
、
眼

ス
ル
コ
ト
二

生
滅
一
故
。
識
で
あ
る
。
「
貧
欲
等
と
倶
に
生
ず
る
」
と
は
、
［
新
た
な
眼
識
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ハ
ズ
ス
ル
コ
ト
ヲ
ニ
ヲ
テ
ノ
ニ
ノ
二

騨
日
。
眼
識
不
し
得
し
黛
二
習
眼
識
一
。
何
以
故
。
一
時
中
、

ノ
ハ
ズ
ピ
ズ
ル
コ
ト
ヲ
シ
レ
バ
ピ
ゼ
チ
キ
ガ
二

二
眼
識
不
し
得
二
並
生
一
。
若
不
二
並
生
一
、
則
無
二
倶
滅
一
故
、

ノ
ズ
ゼ

薫
習
義
不
レ
成
・ノ

ー
ハ
ズ
ラ
ノ
ノ
ノ
ト
ズ

論
日
。
是
故
、
眼
識
不
し
為
二
欲
等
大
小
諸
惑
所
顯
一
。
亦
不

ラ
ノ
ト
モ
ク
ノ
ス
ヲ

ノ
モ

レ
為
二
同
類
識
所
薫
一
。
如
レ
此
思
二
量
眼
識
一
。
所
余
諸
識
亦

二
ク
ノ
ス

応
二
如
レ
此
思
量
一
。

ル
ガ
ノ
ー
ニ
ハ
ズ
ラ
ノ
ト

ル
ナ
リ
ラ

輝
日
。
由
二
前
義
一
故
、
眼
識
不
し
為
二
別
類
所
黛
一
。
亦
不
レ
為

ノ
ト
モ

ニ
同
類
所
黛
一
。

真
諦
訳
『
摂
大
乗
論
世
親
釈
』
に
お
け
る
増
広
部
分
の
検
討
（
四
）
（
岩
田
）

が
］
貧
欲
等
と
倶
に
生
ず
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
過
去

の
因
に
よ
る
と
い
う
の
は
道
理
に
応
じ
な
い
。
こ
の
故
に
、

「
過
去
の
業
か
ら
［
業
の
］
異
熟
果
が
生
ず
る
こ
と
は
道
理
に

合
わ
な
い
如
く
」
ま
た
そ
れ
は
道
理
に
応
じ
な
い
。
若
し
毘
婆

沙
師
が
過
去
が
有
る
よ
う
に
求
め
る
か
ら
、
そ
の
故
に
、
過
去

［
の
業
］
か
ら
［
業
の
異
熟
果
が
］
が
生
ず
る
と
い
う
な
ら
ば
、

そ
れ
ら
の
「
過
去
」
と
は
言
説
（
能
詮
に
よ
り
言
説
さ
れ
る
べ

き
こ
と
（
所
詮
）
を
成
じ
な
い
か
ら
、
そ
れ
故
に
、
こ
の
過
去

と
い
う
の
は
何
で
あ
る
か
、
異
熟
果
が
生
ず
る
法
の
よ
う
に
、

薫
習
が
無
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
「
眼
識
」
と
は
、
ま
ず
、

眼
識
が
食
欲
等
と
倶
に
生
ず
る
と
こ
ろ
に
黛
習
は
認
め
ら
れ
な

い
。
眼
識
が
生
ず
る
と
こ
ろ
に
黛
習
の
如
く
に
成
ず
る
。
謂
く
、

食
欲
に
お
い
て
は
［
黛
習
は
］
無
い
の
で
あ
る
。
「
食
欲
に
お

い
て
眼
識
の
薫
習
は
成
立
し
な
い
。
」
そ
の
故
に
、
食
欲
は
眼

識
を
依
と
す
る
故
に
、
ま
た
依
と
し
な
い
故
に
と
で
あ
る
。

「
ま
た
［
耳
識
等
の
］
余
識
の
中
に
無
い
。
」
と
は
［
こ
の
薫
習

は
］
耳
識
等
の
中
に
［
存
在
す
る
事
を
得
ず
。
］
、
そ
れ
故
に
、
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他
訳
よ
り
説
明
的
で
あ
る
。

㈹
と
。
と
は
真
諦
訳
だ
け
に
あ
る
解
釈
で
あ
る
。
⑥
に
お
い
て
、
無
識
地
と
有
識
地
に
お
け
る
識
の
説
明
が
あ
り
、
ま
た
、
過
去
の
業

こ
の
箇
所
の
⑧
と
⑨
の
部
分
が
真
諦
訳
と
チ
ベ
ッ
ト
訳
等
他
訳
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
、
口
の
部
分
の
真
諦
訳
は

真
諦
訳
『
摂
大
乗
論
世
親
釈
』
に
お
け
る
増
広
部
分
の
検
討
（
四
）
（
岩
田
）

そ
れ
ら
の
所
依
は
別
の
も
の
で
あ
る
が
故
に
と
、
所
依
は
別
な

る
も
の
で
あ
る
と
は
倶
に
生
じ
或
い
は
［
倶
に
］
滅
す
る
こ
と

が
な
い
が
故
で
あ
る
。
眼
識
の
所
依
は
眼
で
あ
り
、
耳
識
の
所

依
は
耳
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
に
意
識
の
所
依
は
意
（
末
那
）
と

い
う
に
至
る
。
か
く
の
如
く
、
そ
れ
故
に
、
遠
く
の
所
依
性
で

あ
る
こ
と
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
黛
習
（
ロ
』
篭
ｇ
は
成
立
し
な

い
。
「
ま
た
、
自
ら
の
性
の
中
に
有
る
の
で
は
な
い
。
」
と
い
う

中
で
、
眼
識
に
対
し
て
眼
識
の
薫
習
が
無
い
。
二
つ
の
眼
識
が

生
ず
る
こ
と
は
無
い
し
、
二
つ
の
無
性
で
あ
る
か
ら
倶
に
生
じ
、

或
い
は
［
倶
に
］
滅
す
る
こ
と
が
無
い
故
で
あ
る
。
そ
れ
故
に

願
眼
識
の
中
に
貧
欲
等
の
煩
悩
と
随
煩
悩
に
よ
り
黛
習
が
成
立

す
る
こ
と
は
道
理
に
応
じ
な
い
。
そ
の
眼
識
に
お
い
て
眼
識
の

黛
習
で
あ
る
こ
と
は
無
い
。

(62）



ニ
シ
ガ
リ

シ
テ
ク
レ
パ

卿
酬
［
論
日
。
］
復
次
、
若
衆
生
従
二
無
想
天
以
上
一
退
堕
、
受
ニ

ノ
ヲ

ノ
ニ
タ
ル
セ
ア
リ
ノ
ノ
ズ
ル
ニ
カ
ル

下
界
生
一
、
大
小
惑
所
レ
染
初
識
。
此
識
生
時
、
応
し
無
二
種

子
一
。

リ

シ
テ
ク
ル
ー
ノ
ヲ
メ
テ
ス
ル
ハ
ズ
二

輝
日
。
従
二
上
界
｜
堕
、
受
二
下
界
生
一
、
初
受
生
識
必
為
レ

ノ
ル
セ
ノ
ト
ピ
ト
ハ
リ
ノ
ズ
ル
ヤ
シ
ハ
パ
リ

惑
所
レ
染
、
此
識
及
惑
、
従
二
何
種
子
↑
生
。
若
言
下
従
二
上
界
一

ズ
ト
ノ
ズ
ラ
ヲ
テ
ノ
ニ
ノ
ハ
シ
テ
ル
ガ
セ

生
上
、
是
義
不
レ
然
・
何
以
故
。
上
下
二
界
、
相
違
不
二
倶
起
一

二
パ
ナ
リ
ヒ
ズ
ル
コ
ト
ヲ
シ
ハ
パ
リ
ダ
ノ
ヲ
ノ

故
、
不
し
得
二
相
黛
一
。
若
言
丙
従
下
未
し
得
二
上
界
定
一
前
心
上
、

ズ
ト
ノ
ノ
ヲ
レ
モ
ズ
ラ

生
乙
下
界
初
生
心
叩
、
是
亦
不
レ
然
・

ヲ
テ
ノ
ニ
ノ
ノ
ト

ト
ハ
ピ
ニ
二
二

⑧
論
日
。
何
以
故
。
此
惑
照
習
、
与
二
依
止
《
、
並
已
過
去

シ
テ
キ
ガ
リ
ナ
リ

滅
、
無
し
餘
故
。

ノ
ハ
ニ
ダ
ジ
テ
カ
ル
ノ
ト
ピ
ト
ハ
シ
ク
二

縄
日
。
此
初
識
応
二
但
生
無
ロ
因
。
此
黛
習
及
依
止
、
久
已

セ
リ
ノ
ー
レ
パ
ナ
リ
テ
ヲ
ル
コ
ト
ヲ
卜

滅
壷
。
是
故
不
レ
得
二
以
レ
此
為
．
因
。

に
は
有
功
能
と
無
功
能
の
二
種
が
あ
り
、
そ
の
業
に
己
過
去
と
己
滅
尽
の
二
義
が
あ
る
こ
と
が
説
明
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
箇
所
以
下
、
最
期
ま
で
「
ア
ー
ラ
ヤ
識
の
存
在
を
認
め
な
い
な
ら
ば
、
…
…
。
」
と
い
う
解
説
と
な
る
。

真
諦
訳
『
摂
大
乗
論
世
親
釈
』
に
お
け
る
増
広
部
分
の
検
討
（
四
）
（
岩
田
）

チ
ベ
ッ
ト
訳

［
論
日
。
］
若
し
、
無
相
［
天
等
の
］
上
の
［
諸
］
地
か
ら

移
住
し
て
、
こ
の
処
（
欲
界
・
下
界
）
に
生
ず
る
と
き
、
識

は
煩
悩
と
随
煩
悩
に
よ
っ
て
染
せ
ら
れ
る
。
初
の
も
の
（
諸

識
）
と
し
て
生
ず
る
、
ま
た
そ
の
〔
ア
ー
ラ
ヤ
識
が
無
い
な

ら
ば
、
］
種
子
は
無
く
し
て
生
ず
る
こ
と
に
な
る
。
黛
習
と

そ
の
所
依
止
と
は
［
已
に
］
過
去
に
よ
り
［
現
に
体
は
］
無

く
な
る
故
で
あ
る
。

［
釈
日
。
］
［
染
せ
ら
れ
る
］
初
の
も
の
（
初
識
）
」
と
は
、
こ

の
処
（
欲
界
）
に
最
初
［
に
生
ず
る
識
〕
で
あ
る
。
「
ま
た
そ

の
［
識
の
生
ず
る
時
に
は
］
種
子
は
生
ず
る
こ
と
は
無
い
」
と

は
、
無
因
に
し
て
生
ず
る
こ
と
に
な
る
。
「
黛
習
と
所
依
止
と

倶
に
」
と
は
、
心
と
倶
な
る
煩
悩
の
黛
習
と
の
こ
と
で
あ
る
。
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ニ
ヲ
ス
ル
ガ
ニ
ズ
レ
パ
ノ
ノ
ハ
ニ

伽
醐
論
日
。
復
次
、
惑
対
治
識
已
生
、
所
余
世
間
諸
識
皆
已
滅

ス
シ
ケ
レ
パ

ノ
ハ
ニ
ノ
ノ
ト
ー

壷
。
若
無
二
阿
梨
耶
識
一
、
此
対
治
識
共
二
小
大
惑
種
子
一
倶

ル
コ
ト
ハ
ズ
ゼ

在
、
此
義
不
レ
成
・

シ

ス
レ
パ
ヲ
チ
リ
テ
ノ

ズ
ラ

騨
日
。
若
汝
、
擬
二
無
本
識
》
、
則
有
ニ
ニ
過
失
一
、
不
し
可
レ

ル
ル
コ
ト
ヲ
ニ
ノ
ノ
ハ
ノ
ト
ニ
ル
コ
ト
ハ
ノ
ズ

得
し
離
。
一
向
中
人
聖
道
、
与
二
余
煩
悩
一
倶
在
、
此
義
不
レ

ゼ
シ
ケ
レ
パ
ノ
チ
ス
ル
ニ
ヲ
シ
ニ
ク

成
。
若
無
二
此
惑
一
、
則
修
二
余
道
一
無
し
因
、
応
下
無
二
四
道
三

ノ

ダ
ル
ノ
ノ
ミ
ノ
ハ

ト
ス
ル
ノ
ヲ
ズ

果
人
一
、
但
有
中
無
学
人
上
。
此
義
与
二
正
教
一
相
違
過
失
、
不

ラ
ル
ル
コ
ト
ヲ
ニ
ガ
ニ
シ
テ

ガ
ニ
ス
ル
ト
キ
ラ
ン
ト

レ
可
し
得
し
離
・
二
無
流
識
、
已
滅
、
世
間
心
更
欲
し
起
、

ニ
シ
テ
ク
メ
ン
ノ
ヲ
セ
ズ
ル
コ
ト
ヲ
シ
ニ
ハ
ク
リ

無
因
能
令
二
此
心
得
・
生
。
若
有
流
心
無
し
因
、
従
二
無
流

二
ニ
ト
イ
ハ
パ
ズ
ル
ヲ
チ
カ
ラ
ン
ノ

ノ
モ
ズ
ラ

心
一
後
自
然
得
し
生
、
則
無
二
無
学
人
一
・
此
失
亦
不
し
可
し
得

ル
ル
コ
ト
ヲ
キ
ハ
ノ
ノ
ニ
ズ
ル
ノ
ヲ
ノ

レ
離
。
如
二
須
陀
疸
向
人
一
、
正
生
二
見
諦
対
治
道
一
時
、
世
間

卜
ト
シ
ル
ガ

ス
ル
コ
ト
ヲ
ニ
ノ
ハ
ニ

六
識
与
レ
道
相
違
、
不
し
得
二
倶
生
一
故
、
世
間
諸
識
皆
已
滅

真
諦
訳
『
摂
大
乗
論
世
親
釈
』
に
お
け
る
増
広
部
分
の
検
討
（
四
）
（
岩
田
）

真
諦
訳
⑧
の
部
分
は
チ
ベ
ッ
ト
訳
等
他
訳
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
伽
の
部
分
で
は
、
「
上
界
よ
り
堕
し
て
、
下
界
の
生
を
受
く
る
に
、
初

め
て
受
生
す
る
識
は
必
ず
惑
の
為
に
染
せ
ら
る
」
と
説
く
。
し
か
し
、
識
と
惑
と
の
種
子
は
上
界
か
ら
下
界
へ
と
生
ず
る
の
で
は
な
い
と

い
う
．
な
ぜ
な
ら
、
上
下
界
は
相
違
し
て
い
る
の
で
、
倶
起
し
な
い
か
ら
で
あ
る
と
説
い
て
い
る
。

注
・
［
一
・
二
七
］
の
終
わ
り
の
論
日
を
玄
英
訳
に
従
っ
て
、
後
半
を
［
一
・
二
八
］
の
始
め
に
お
い
た
。

チ
ベ
ッ
ト
訳

［
論
日
。
］
［
ま
た
次
に
］
煩
悩
を
対
治
す
る
と
こ
ろ
の
識
が

若
し
生
ず
る
な
ら
ば
、
そ
れ
以
外
の
他
の
世
間
の
諸
識
が
滅

す
る
時
、
若
し
ア
ー
ラ
ヤ
識
が
無
い
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
の

対
治
識
が
煩
悩
と
随
煩
悩
の
種
子
と
倶
に
あ
る
の
は
道
理
に

合
わ
な
い
。

［
こ
の
対
治
識
は
］
本
性
と
し
て
解
脱
す
る
も
の
で
あ
り
、

諸
の
煩
悩
と
倶
に
生
じ
［
倶
に
］
滅
す
る
こ
と
は
無
き
が
故

で
あ
る
。
ま
た
、
ア
ー
ラ
ヤ
識
が
無
い
と
す
る
な
ら
ば
、
そ

の
後
に
世
間
（
勺
め
す
）
の
識
が
起
こ
る
と
き
、
そ
の
黛
習

（
習
気
）
も
所
依
止
も
倶
に
久
し
い
過
去
か
ら
無
き
が
故
に

［
そ
の
識
は
］
種
子
が
無
く
し
て
［
而
も
］
生
ず
る
こ
と
に
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セ
リ
ノ
ハ
ル
ガ
ス
ル
ニ
ニ
モ
ス
ニ
ト

壷
。
所
余
煩
悩
由
二
依
止
滅
一
故
、
功
能
亦
滅
。
故
対
治
識
与
な
る
。
［
そ
れ
は
道
理
に
合
わ
な
い
。
］

ノ
ノ
ト
ニ
ル
コ
ト
ハ
ノ
ズ
セ
シ
ラ
バ
ノ
ス
ル
ヤ
ヲ

二
小
大
惑
種
子
一
倶
在
、
此
義
不
レ
成
・
若
爾
何
用
二
修
道
一
。
そ
れ
故
に
、
ア
ー
ラ
ヤ
識
が
無
い
な
ら
ば
、
煩
悩
の
雑
染

ヲ
テ
ノ
ニ

ナ
ル
カ
ニ

ト
ト
ル
ガ

論
日
。
何
以
故
。
自
性
解
脱
故
。
無
流
心
与
レ
惑
不
レ
得
は
［
有
る
と
い
う
こ
と
は
］
道
理
に
合
わ
な
い
。

ス
ル
コ
ト
ヲ
二

二
倶
起
倶
滅
一
故
。
［
釈
日
。
］
「
煩
悩
を
対
治
す
る
と
こ
ろ
の
識
が
若
し
生
ず
る
な

ヲ
ス
ト
ク
ニ
ハ
リ

ニ
ハ
キ
ガ

騨
日
。
同
類
為
二
自
性
↓
、
如
下
意
識
有
二
煩
悩
一
、
無
流
識
無
ら
ば
、
そ
れ
以
外
の
他
の
世
間
の
諸
識
が
滅
す
る
時
、
」
と
は
、

モ
ル
ト
ト
ト
リ
モ
ジ
ク
レ
ナ
ル
ガ
ニ
ク
卜

中
煩
悩
上
、
錐
し
有
二
惑
無
惑
異
一
、
而
同
是
識
類
故
名
二
自
性
第
六
識
が
滅
す
る
時
で
あ
る
。
「
そ
の
［
対
治
の
］
識
が
煩
悩

ハ
レ
ノ
ナ
リ
シ
ト

ト
ス
レ
バ
チ
ハ
ズ

｜
・
解
脱
是
離
義
。
若
煩
悩
識
与
二
無
流
識
一
倶
起
、
則
自
性
不
と
随
煩
悩
の
種
子
と
倶
に
あ
る
の
は
道
理
に
合
わ
な
い
」
と
は
、

ス
ル
ヲ
テ

ノ
ル
ハ
ハ
ズ

ズ
ル
コ
ト
ヲ
ニ
ノ

レ
得
二
解
脱
一
。
以
二
無
流
識
起
時
、
余
識
必
不
レ
得
．
生
、
既
其
対
治
識
は
常
に
世
間
の
識
を
壊
相
す
る
と
の
こ
と
で
あ
る
．

ル
ル
ガ
ニ
ク
レ
バ
ナ
リ
卜

相
離
故
名
二
解
脱
↓
。
「
ま
た
、
そ
の
後
に
」
と
は
、
そ
れ
に
よ
り
出
世
間
の
心
で
あ

二
ニ
シ
テ
シ
ク
ス
ト
キ
ハ
ノ
ヲ

⑧
論
日
。
復
次
、
後
時
出
観
、
正
起
二
世
間
心
↓
、
る
こ
と
の
後
に
お
い
て
と
の
こ
と
で
あ
る
。
「
そ
の
黛
習
と
所

ノ
ノ
ー
ヲ
リ
テ
ニ
ス
ル
ト
キ
ハ
ス
ヤ
二

騨
日
。
須
陀
疸
等
学
人
已
得
し
道
寛
、
後
時
出
観
、
為
し
当
し
依
止
と
倶
に
あ
る
」
と
は
、
所
依
止
と
倶
に
あ
り
、
識
と
倶
に

ス
ノ
ヲ
ス
ヤ
ニ
ス
ノ
ヲ
シ
サ
パ
ヲ
ク

起
二
出
世
心
『
為
し
当
し
起
二
世
間
心
↓
・
若
起
二
出
世
心
、
無
二
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
「
そ
の
照
習
」
と
は
、
煩
悩
と
煩
悩
の
蕊

ノ

シ
ス
ト
セ
パ
ノ
ヲ
ノ
ヨ
リ
ル
ヤ
ズ
ル
コ
ト
ヲ

出
観
義
一
、
若
起
二
世
間
心
、
何
因
得
し
生
。
習
と
で
あ
る
。
「
種
子
が
無
く
し
て
」
と
は
、
因
が
無
い
か
ら

ノ
ハ
シ
ク
ニ
セ
リ

論
日
。
諸
惑
黛
習
、
久
已
謝
滅
。
と
の
こ
と
で
あ
る
。
「
生
ず
る
」
（
禺
淵
冨
己
と
は
、
生
起

二
ノ
ー
ノ
ハ
ニ
セ
リ
ガ
ク
シ
テ
ル
ヤ
ズ
ル
コ
ト
ヲ
Ｔ
）

騨
弓
先
入
観
時
、
諸
惑
薫
習
已
滅
○
云
何
無
し
因
得
し
生
す
る
こ
と
で
あ
る
．
ま
た
「
生
ず
る
」
（
肩
冒
員
８
）
と
は
、

ノ
ヲ

ニ
世
間
心
↓
。
ア
ー
ラ
ヤ
識
が
無
で
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
中
で
、

ノ
ハ
ク
シ
テ
ル
コ
ト

ズ
ル
コ
ト
ニ
ズ
ル
ヲ

論
日
。
有
流
意
識
無
し
有
二
種
子
一
生
、
応
し
得
し
成
・
「
煩
悩
」
と
は
、
雑
染
で
あ
り
、
煩
悩
の
雑
染
で
あ
る
。
以
上

真
諦
訳
『
摂
大
乗
論
世
親
釈
』
に
お
け
る
増
広
部
分
の
検
討
（
四
×
岩
田
）
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こ
の
箇
所
の
真
諦
訳
は
㈲
と
⑧
と
に
区
分
で
き
る
。
⑧
の
部
分
は
チ
ベ
ッ
ト
訳
等
他
訳
と
一
致
す
る
部
分
も
あ
る
よ
う
に
も
考
え
ら
れ

る
が
余
り
類
似
し
て
い
な
い
と
も
見
ら
れ
る
。

㈲
の
部
分
は
真
諦
訳
だ
け
に
あ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
本
識
即
ち
阿
黎
耶
識
を
溌
無
し
て
そ
の
存
在
を
否
定
す
れ
ば
二
の
過
失
が

有
る
こ
と
に
な
る
と
説
く
。
そ
の
一
は
、
向
中
の
人
に
つ
い
て
説
く
。
向
中
の
人
と
は
四
向
四
果
に
お
け
る
四
向
三
果
（
四
道
三
果
）
ま

で
の
有
学
の
聖
者
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
惑
（
煩
悩
即
ち
ア
ー
ラ
ヤ
識
）
が
全
く
無
い
な
ら
ば
、
既
に
無
学
の
聖
者
で
あ
る
阿
羅
漢

果
に
達
し
た
人
で
あ
る
か
ら
、
四
向
三
果
の
た
め
の
階
位
的
修
行
は
必
要
が
無
く
な
る
か
ら
、
阿
黎
耶
識
が
無
い
と
い
う
こ
と
は
認
め
ら

れ
な
い
こ
と
に
な
る
。
そ
の
二
は
、
無
流
識
に
つ
い
て
説
く
。
す
で
に
惑
を
滅
し
た
後
に
、
世
間
心
（
欲
心
）
を
更
に
起
こ
そ
う
と
欲
す

る
と
き
、
惑
が
無
く
、
世
間
心
を
起
こ
す
原
因
が
無
い
の
に
世
間
心
を
生
ず
る
こ
と
を
得
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
過
失
に
落
ち
る
と
説
か

れ
る
。
即
ち
、
有
流
心
（
煩
悩
心
）
に
原
因
が
無
く
て
、
無
流
心
（
悟
心
）
よ
り
自
然
に
無
流
識
が
生
ず
る
を
得
る
と
い
う
こ
と
に
な
れ

ば
、
四
向
三
果
に
よ
る
階
位
の
修
行
を
経
て
達
す
る
無
学
の
人
と
い
う
の
は
居
な
く
な
る
と
い
う
過
失
を
お
か
す
こ
と
に
な
る
。
例
え
ば
、

須
陀
垣
向
（
預
流
向
）
の
人
は
正
し
く
見
諦
の
対
治
道
を
生
ず
る
時
、
世
間
の
六
識
と
［
六
］
道
と
は
そ
れ
と
相
違
し
て
、
倶
生
す
る
こ

と
を
得
な
い
こ
と
か
ら
、
世
間
の
諸
識
は
皆
已
に
滅
尽
す
る
。
そ
の
所
余
の
煩
悩
は
依
止
が
滅
す
る
が
故
に
功
能
も
滅
す
る
と
説
く
。
そ

真
諦
訳
『
摂
大
乗
論
世
親
釈
』
に
お
け
る
増
広
部
分
の
検
討
（
四
）
（
岩
田
）

シ
キ
ノ
ノ
ハ
レ
バ
リ
ゼ
チ
ク
ル
ノ
ヲ

輝
日
。
若
如
レ
此
識
、
不
二
由
し
因
生
一
、
則
無
下
得
二
解
脱
｝
義
上
、
の
こ
と
よ
り
、
こ
の
処
に
煩
悩
の
雑
染
は
認
め
ら
れ
な
い
。

ノ
ノ
モ
ニ
ク
シ
テ
ズ
ル

無
学
人
惑
心
亦
応
二
無
し
因
而
生
↓
・

ノ
ニ
ル
レ
パ

ヲ

ハ
チ
ズ
ズ
ル
コ
ト
ヲ

論
日
。
是
故
離
二
阿
梨
耶
識
｝
、
煩
悩
染
汚
即
不
レ
得
し
成
・

・
ン

セ
バ
ノ
ヲ

ノ
ハ
ガ
キ
ヤ
シ

輝
日
。
若
汝
、
溌
二
無
此
識
一
。
煩
悩
染
汚
義
云
何
可
レ
立
。
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こ
と
に
な
る
。

も
の
で
あ
る
。

れ
に
よ
り
、
対
治
識
と
小
大
の
惑
と
は
倶
に
存
在
す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
な
い
と
説
い
て
い
る
。

次
に
、
自
性
解
脱
を
解
釈
す
る
。
自
性
と
は
同
類
の
意
味
で
あ
る
と
説
く
。
意
識
に
は
煩
悩
が
有
り
、
無
流
識
に
は
煩
悩
が
無
い
よ
う

に
、
惑
と
無
惑
と
は
異
な
っ
て
い
る
が
識
の
流
れ
の
中
に
有
る
こ
と
で
識
類
で
あ
る
か
ら
自
性
（
同
類
）
で
あ
る
と
解
釈
す
る
。

し
か
し
、
こ
れ
に
対
し
て
、
解
脱
と
は
「
離
の
義
」
で
あ
る
と
説
い
て
、
次
に
、
煩
悩
識
と
無
流
識
と
を
説
い
て
い
る
。
即
ち
、
「
若

煩
悩
識
与
二
無
流
識
↓
倶
起
、
則
自
性
不
レ
得
二
解
脱
一
。
以
二
無
流
識
起
時
、
余
識
必
不
ｐ
得
し
生
、
既
其
相
離
故
名
二
解
脱
｝
。
」
と
説
い
て
い

る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
い
ま
こ
の
煩
悩
識
は
当
然
、
阿
黎
耶
識
を
意
味
す
る
こ
と
は
自
明
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
そ
の
煩
悩
識
を
対

治
し
た
も
の
で
あ
る
無
流
識
は
ど
う
い
う
識
で
あ
る
か
。
真
諦
が
阿
黎
耶
識
を
対
治
し
た
識
と
し
て
説
い
て
い
る
の
は
阿
摩
羅
識
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
は
、
阿
摩
羅
識
の
名
前
は
見
ら
れ
な
い
が
、
こ
の
無
流
識
は
そ
の
一
端
を
現
わ
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る

注
（
１
）
こ
れ
は
『
摂
大
乗
論
』
の
闇
ご
ｇ
ョ
８
息
一
儲
異
胃
冨
『
声
、
増
員
８
ｓ
・
啓
‐
い
）
の
妥
蔚
ｇ
と
肩
ご
昌
冨
と
の
注
釈
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。

真
諦
訳
『
摂
大
乗
論
世
親
釈
』
に
お
け
る
増
広
部
分
の
検
討
（
四
）
（
岩
田
）
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